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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（戸澤義典君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和５年第４回美幌町議会定例会第２日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（戸澤義典君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、３番横山清美さん、４番髙

橋秀明さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（戸澤義典君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國求君） 諸般の報告を申

し上げます。 

本日の会議につきましては、配信してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（戸澤義典君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

１番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭君） 〔登壇〕 それで

は、私からは通告しておりました大きく１

点、子育て支援の拡充について質問をさせ

ていただきます。 

子ども未来応援基金創設による子育て支

援の拡充について質問いたします。 

令和４年１年間の美幌町の出生数は６１

名と、とうとう７０名をも下回ってしまい

ました。 

コロナ禍による経済不安、先行きの見え

ない将来への不安、コミュニティーの低下

等、原因は一つではないと思いますが、い

ずれにせよ、少子高齢化の波はますます大

きくなっている現状です。 

しかし、人口が減ったとしても、人口比

に占める若手世代、働き手・子育て世代

（以下、次世代といいます）が多くなり、

その世代が元気で活躍できていれば、まち

の活力を維持することは可能であると考え

ます。 

そのためには、安心して子育てできる環

境は、最重要であります。 

多子世帯への第三子以降の学校給食費無

償、幼保での給食費無償、はぐのんの・子

育て支援センター・発達支援センターによ

る子育て支援、乳幼児の一時預かり、小学

１年生の３０人学級推進、各種ワクチン予

防接種、定期的な乳幼児健診等々、美幌町

での子育て支援に係る施策は幅広く、多様

に取り組まれていることはすばらしいこと

であると評価いたします。 

その反面で、子育てにかかる家庭の負担

が大きくなってきているのも事実であり、

過去の質問や町民からの声も多くあるよう

に、３歳未満児の保育無償化、学校給食費

の完全無償化、１８歳以下の医療費無償

化、さらなる少人数教育の推進、部活動支

援等々、町民ニーズに合わせた子育て支援

を今後拡充させる必要性もあると考えま

す。 

しかし、継続した事業実施を考えると、

財源の確保が大きな課題となります。 
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冒頭で述べたように、まちの活力を維持

するためには、次世代が元気に活躍するこ

とが絶対条件であり、待ったなしの現状で

す。 

そこで、以前にも提案をしましたが、財

源を確保しながら次世代への投資的支援を

行うための基金を創設し、ふるさと寄附金

や町民、企業からの寄附による積立てを行

いながら、町民みんなで次世代への投資を

行うことで、次世代を育てる意識の醸成に

もつながると思います。 

その基金の用途も、次世代有志からの生

の声を反映させられるようにできれば、次

世代の意識向上、ふるさと美幌への愛着も

高まるのではないかと考えます。 

人口減少を食い止めることは大変難しい

ことであると認識しておりますが、出生数

の推移予想を１００名ほどで見込んできた

町の考え方に反して６１名となってしまっ

た現実を重く受け止め、今後の少子化対策

に早急にかつ強力に取り組まなければなら

ないと訴えます。 

そのためにも、町民みんなで財源をつく

り、町民みんなで子供を育てるための子ど

も未来応援基金創設を提案しますが、その

実施について町長の考えをお伺いいたしま

す。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 木村議

員の御質問に答弁いたします。 

子育て支援の拡充についてですが、令和

４年度における美幌町の出生数は６１名と

なっており、予想以上に少子化が進んでい

る現状となっております。 

その要因としては、若い世代の経済状況

や雇用環境の悪化、社会生活のニーズの多

様化により、子供を持たない夫婦等の増加

や若い世代の町外への流出に加え、コロナ

禍などの社会情勢が少子化に拍車をかけて

きたものと認識しております。 

少子化は、社会構造の変化や社会保障の

負担増など、様々な影響が考えられること

から、美幌町としては子育て支援に係る施

策に幅広く取り組んでおり、そのことに一

定の評価をいただいたことは受け止めさせ

ていただきますが、今の施策で満足してい

るわけではなく、選挙公約にも示しており

ますとおり、さらなる支援策を実施する必

要があると考えております。 

御質問につきましては、令和４年３月の

一般質問の中で提案いただいた子ども未来

応援基金に対する再提案と考えますが、少

子化対策や子育て支援に関する施策は町の

最重要課題であり、実施に当たっては、財

政面からも持続可能な施策として実施して

いく必要があることから、基金の有無にか

かわらず、事業を実施してまいります。 

少子化対策や子育て支援に取り組む町の

姿勢を町内外に明確にすることや、施策の

財源を安定的に確保するために、特定目的

基金の創設は有効と考えますが、基金の利

用範囲や既存基金との整合性なども含めた

検討をする必要があるため、今すぐ基金を

創設するとの判断に至っておりませんの

で、御理解をいただきたいと思います。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 町長から御答弁い

ただきました。 

子育て支援、少子化対策は最重要課題で

あると受け止めていただいているというと

ころは、本当にこれからのまちづくりにお

いてすごく大切なところなのかなと思って

おります。その辺りのずれは恐らくないの

だろうと思っております。 

答弁の中に、既存の基金との整合性とい

うお話がありました。その既存の基金との

整合性について詳しくお聞かせいただきた

いのと、それを踏まえた上で、今回私が提

案している子育て基金の検討の余地もない

のかどうか、この辺りのお話を聞かせてく
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ださい。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私が、木村議員か

ら提案を受けている部分でいくと、特定目

的基金という認識を持っております。 

特定目的基金でいきますと、何かに特化

したものに対して、どちらかというと幅広

くというよりも、もう少し限定したという

認識を持っております。 

例えば、学校施設整備基金というのがあ

りますけれども、これは今、学校でＷｉ－

Ｆｉ環境を入れて、タブレットを渡して授

業をやっております。 

そのような中で、将来に向けて更新する

ときに財源はどうするのということを踏ま

えて、今までの基金の中に幅をちょっと広

げてそのお金の準備をするとか、あとは、

公共施設整備基金ということで何か建てる

場合、図書館だとかもそうですけれども、

建てるためのお金として、初めからお金が

ある時を想定してというか。 

ですから、毎年基金を積んで、かつ使っ

ていくという基金というのは、特定目的基

金として珍しいのですね。 

例えば、文化振興であれば、町民会館で

文化振興をやる場合にそのような基金を設

けて、毎年一定の事業量をやるためにお金

をそこに積んでおいて、定額で引っ張って

きて財源充当するというやり方はありま

す。 

ですから、そのようなことを考えたとき

に、検討の余地がないということは全く思

っていません。これだけはちょっと誤解さ

れないように。 

ただ、思いとしては、これからの子供た

ちをしっかり育てるというか、少子化対策

というのは、町が標準的にやらなければな

らない施策を、あえてそのための基金をど

んと構えることに対してどうなのかなと。 

何度も繰り返しますけれど、これは財源

のあるなし関係なく、やはり町として皆さ

んの協力を得ながらやるというのが基本で

はないかなという思いでありますので、御

理解をいただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 町長のおっしゃっ

ていることはよく分かります。 

私も今、基金条例を拝見していますけれ

ど、基金もいろいろと用途を絞って、多分

既存の基金との整合性という話、今回のこ

の子育てに関わる部分でいくと、今、町長

がおっしゃった学校施設整備基金だった

り、ふるさとづくり基金とかというところ

に該当してくるのかなと思います。 

どうして私が今回この基金のお話をさせ

ていただいているかといいますと、今、美

幌町も一生懸命頑張って、昨年度ですか、

令和４年度も倍以上に増やしていただきま

したふるさと寄附金、これもかなり伸びて

いて、前年度で４億５,０００万円ぐらいと

いうことで伺っております。 

残念ながらふるさと納税は、町民は自分

の町にできないという部分があります。 

もちろん、自分の町に税金を納めている

という話になりますので、ふるさと納税を

自分の町にということにはならないのだと

は思うのですが、一方で最近話題になって

いる休眠預金、これが全国的に莫大にある

と。 

要は、使われていない貯金もたくさんあ

って、言い方が雑になってしまいますが、

お金があるところにはお金があるという話

だと思うのですね。 

では、どうしてお金を使わないのかとい

う話になってきたときに、どのようなとこ

ろにお金を使いたいのか、使ってくれるの

かというところで、町としても動いていか

なければならないのではないかと思ってい

ます。 

例えば、今はまだ財源は大丈夫ですと。

だけど今後、財源が厳しくなっていくこと

も重々考えられますし、本来であれば、子

育て支援、保育というのはもっともっと国
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がお金をつけてやるべきだということも私

は思っています。 

とはいえども、美幌町として国がやって

くれるまで、財源がつかないのでやりませ

んみたいなことを言っていると、このまま

少子高齢化の波にのまれてしまう。 

昨日、ほかの議員からも質問がありまし

たが、高校の存続だったりとか、１万８,０

００人の人口規模で高校がなくなるという

話になってくると、本当に町としての存続

が危うくなってくると思うのですね。 

なので、どのように財源をつくって、ほ

かの町ではやらない美幌町ならではで、ど

れだけ子育て世代、子供たちの未来に投資

していけるかと考えることが私は必要だ

と。そのきっかけとして、今回この基金を

提案させていただいたという次第です。 

ですから、財源があるから大丈夫ですと

かという話ではなく、やはり町民みんなで

お金と知恵を出し合って、自分たちの子供

たちを自分たちで守っていくのだと。 

そのような一丸となった取組が必要なの

ではないかなという思いで、今回この提案

をさせていただいたのですが、その意味で

もう一度、町長お願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 基金ありきという

認識は持ってはいないのですが、何度も繰

り返しますけれども、これから行政が進め

ることに対してはお金あるなしに関係な

く、やはりどのようなことをしてでも、そ

の財源を確保してやらなければいけないこ

とは出てくると思うのですね。 

ですので、そのことに対して、そのため

にあえて基金をやらなくてもというか。 

ただ、ある意味では、どこかの町村みた

いにふるさと納税が何十億円も入ってきた

ときにどうするかといった場合は、基金と

いうことで置き換えなければいけないの

で、それは何らかの基金を設けていると思

うのですね。 

その中で、例えば、あるところにおいて

は、何十億円も入ったから子供たちの給食

費は無料にして、そこから１０年以上は幾

らでも財源確保ができるとか、そのような

ことをやっているところも確かにありま

す。 

けれども、私どもの中でいったときに、

この制度でこれから何十億円まではいかな

いという部分があります。 

ですから、何かを政策的にやるというこ

とは、きちんとその政策がこれから先、言

うならば将来に向けてきちんと継続的にや

れるかやれないかという判断を皆さんにし

ていただいて、この政策については、お金

あるなしでなくても優先的にやりましょう

ということが、私は大事だと思うのです

ね。そのバックとしてお金が、余力がある

とするのであれば、それはあるにこしたこ

とはない、あることが非常に望ましい話で

す。 

先ほどの基金の話をさせていただけれ

ば、福祉基金とか、ふるさとづくり基金も

そうですし、たくさん分けてあって、その

要所要所、必要に応じて充当しているとい

うのも実態なので、そのような整理も含め

て。 

これから、町民の方も含めて、それから

ふるさと納税という形を含めて、大きな器

として基金ということがいいのかどうか。

何度も繰り返しますけれど、今の段階でそ

れでやるべきだというところまで、私は考

えていないということをお伝えしたいと思

います。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 私も、何て言うの

でしょうか。 

先ほどもお話したとおり、繰り返しにな

りますが、町民の思いというか、そのよう

なところも醸成しながらみんなでお金をつ

くっていくということで、そのような目的

をはっきりさせたほうがいいのかなという

ところで、基金というお話をさせていただ
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いています。 

何度も申しますとおり、ふるさと納税は

美幌町にはできないという中で、だけど、

このようなことで子供たちのために財源を

つくっていきたいから寄附を求めるという

のは多分、現状でも可能だとは思います。 

別に基金をつくらなくても、そのような

ことをやっていこう、検討していこうみた

いなところというのはいかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ふるさと納税はち

ょっと横に置いておいて、町民の方が何か

を、町民の皆様の中で、子供たちのために

と御寄附をいただくことは今までもありま

した。 

それは、その目的に沿ったところに、実

際は積んでおります。 

ですから、何かをやるときに、例えば、

昔で言えば高額なお金を子供たちにという

か。スポーツ振興のためということで寄附

された場合は、毎年そのお金を財源とし

て、一つの政策を進めたこともあります。 

よって、今そのように町民からいただけ

る寄附が、一つの器がないと滞るという

か。滞るという表現はおかしいですね、寄

附をいただけなくなるということではなく

て、今でも余裕があったり、先ほど休眠預

金ということもありましたけれど、その思

いでこれからの子供たちにとか、美幌町の

ために寄附をいただけるということは喜ん

で。 

そして、そのいただいたお金を皆さんと

きちんと協議した中で、このような形、単

年度で使うのか、それとも、一つの年数を

かけて、一つの施策の継続性として使用す

るのか、それは考えていくべきだというこ

とでありますので、御理解いただきたいと

思います。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 町長の思いも今、

お話を聞いたので分かりました。 

ちょっとまた振出しに戻るような質問を

させていただきますが、なぜ、今回この子

ども未来応援基金を提案させてもらったか

といいますと、やはり町民に対してこれか

らの美幌町をどのように守っていくかとい

うことの課題もしっかり町民に伝えて、そ

のためには、行政だけではどうにもならな

いのだよと。 

なので、少しでもできる人、少しでも力

がある人、協力できる人たちの呼びかけを

して、みんなで美幌町の子供たちを守っ

て、多世代にわたって安心して進んでいけ

る美幌町をつくっていきましょうというこ

とを訴えていく機会をつくっていくこと

が、私は大事なのかなと。 

これは、何度も何度も町のトップが声を

上げて、思いを持って、町民みんなに伝え

て一緒にやっていきましょうということが

必要だと思います。その上で、町としてこ

のようなことをやりたいので、力のある人

は協力してくださいという呼びかけでもい

いと思います。 

実際に子育て世代の人たちを集めて、ど

のようなことがこの町にとって必要なのか

という生の声を聞いて、みんなで決めて、

例えば、集まったお金を使って何かをやる

とか、様々な手法があると思います。 

行政がまず頭となって、そのようなこと

をやっていってほしいなと私は思うのです

が、その辺りはいかがでしょう。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今の御質問の部分

については、子育て支援ということであり

ますけれども、私としては、子育て支援も

大事なことではあります。ですが、ほかに

も、例えば、これから人口減少の中になっ

た場合に、高齢の方々に元気で長生きをし

ていただいて、それぞれの役割を果たすと

いうこともきちんとしなければいけないと

思っています。 

そして、そのことを前提に子育てという

ことを考えて言えば、木村議員といろいろ
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なやりとりをした中で、子育てということ

ではなくて、今、少子化と言われました。 

生まれている子供が年度でいうと６１名

なのですね。１月から１２月の年でいきま

すと６９名。７０名を切っている中で考え

たときに、子育てよりも生まれてくる環

境、若者というか、木村議員がよくおっし

ゃっている若者をきちんと大事にしよう

と。その若者の環境づくりというのは、考

えなければいけないことが結構あるなとい

うことで、この頃いろいろうちのスタッフ

とも話しております。 

ですから、例えば、子育ての前に住宅環

境がどうなのかということとか、今の少子

化の中でいったときに、国は都会での子育

てを重点的にと言うのですけれども、地方

においては、若い女性が全部都市部に、例

えば、この辺では隣の市に行ったり、札幌

市や東京都に出ていくと。 

それは、今の生き方の中で考えた場合

に、例えば仕事、男女平等というか、その

中の仕事環境とか、地元では選択する職業

が限られるということ、この辺をどうする

かとか、いろいろなことを皆さんと考える

必要があるのかなと。 

これは、やりとりした中で、自分も一つ

の施策として、今までやったことを整理し

て、何が足りないかというのは常に考えた

中で、そちらのほうをしっかりと。 

ですから、国は国でやったときに、地方

を本当に考えてくれているのかということ

で、正直言って、国がやっている施策につ

いても腹立たしいことがある。もう少し地

方に人が残れる、人口が減少しないような

施策をしっかりと示した中で、そして、そ

の足りない部分を私ども地方の自治体がし

っかりやるということを、皆さんに示して

いかなければならないかなと思っていると

ころであります。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 私、今日、この後

にまだ質問しようと思っていたことをいっ

ぱいつくって考えてきたのですが、今、町

長から若者の環境づくりがすごく大事だと

受け止めてくれたということを聞いて、と

てもうれしく思っているのと同時に、用意

してきた質問ではなく、もうそちらの話を

したいなと。 

そして、９月の質問はもう決まりまし

た。若者支援について、もっともっと町長

に情報を与えられるように準備をしていき

たいと思いました。 

今、町長がおっしゃったように、今回は

子育て支援、そして教育、これらの拡充を

することというテーマ一本で今日は来たの

ですけれども、もちろん若者の環境づく

り、これは本当に大事だと思います。 

恐らく、幅広い世代の人たちの理解とい

う意味では、若者の現状の生活とか、若者

が大変だったりすることのほうが、理解と

いうのはなかなか少ないのではないかな

と。 

子育て支援、子育てが大変だとかという

ことは、今、核家族化が進んできたり、実

際に共働きで子供をどうしたらいいのだろ

うとか、時間外の保育とか、そのようなと

ころというのはある程度目に見えている。 

自分たちの子供もそうだからというとこ

ろで、子育て支援は大事だというのは、あ

る程度、幅広い人たちの理解はあるのかな

と思います。 

それで、今、国も子育ての部分にかなり

力を入れると、異次元の子育て支援という

お話もされていますけれども、若者対策と

いうところは本当にどうなっているのかな

と私は思います。 

今までであれば、そのようなことを福祉

で別にやる必要がなかったのではないかと

いうことも、町として、福祉として、若者

対策をしていかないと駄目な時代に来てい

るのだろうと思います。 

ですので、私ももっともっと９月までに

準備をして、これについてはまた再度、提
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案型の質問をさせていただきたいと思って

おります。 

ぜひ、若者対策の部分も浸透させていか

なければならないと思いますし、そのよう

な意味でも、今回、子育て支援というとこ

ろに特化して言っていますが、若者対策こ

そ、町としてなかなか財源がつきにくい部

分もあるのではないかなというところがあ

ります。そのような理解を町民に深めても

らい、いろいろな世代、いろいろな会社、

もちろん個人も含め支援をいただくという

考え方も必要なのかなと思います。 

町民に理解を求めていくためには、町長

がどんどん声を上げて、このことに対して

理解してほしい、協力してほしいというこ

とで、何かみんなを巻き込んでやっていく

ような取組が必要なのだろうと私は思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、２期目に就

任させていただいた中で、いろいろな方々

とお話をしっかりしましょうということ

は、ある意味では自分の一つのお約束であ

ります。 

そのような中で、若い人たちともいろい

ろお話しする機会もあったり、保健師が保

健活動計画というのをきちんと冊子でまと

めているのですね。 

それで、彼女らとどうしてここまで出生

数が減るのですかという話をしました。彼

女らはただ一言、やはり若い世代の女性が

年々減少している。減少しているというの

は、もう少し突っ込みますと、美幌から出

ていっているというのが正解という話なの

ですね。 

ですから、例えば、令和２年に全体の人

口割合でいけば７.７％いたのですけれど、

令和４年度、毎年９月の比較で集計してい

るみたいなのですが、１,３０７人で７.

１％。ということは、このように落ちてき

ていると、これをどう町長は捉えますかと

いうことで逆に聞かれたというか。 

ある意味では、先ほど言いました都会に

仕事で出る方もいるのですけれど、実は、

美幌で仕事しながら、例えば、隣町に家を

建てるというか、美幌もいいところですよ

と。子育ては本当に頑張ってくれていいの

だけれども、環境とそれプラス何かという

話をしたときに、例えば、療育・保育とか

ができていると。 

本当に切実な問題として、ある時期まで

のことを考えると隣町のほうがとか、その

ような方もいらっしゃるということをいろ

いろお伺いした中でいけば、元に戻ります

けれども、若者も対策とか、それから、若

い女性の方々に美幌にとどまってもらうと

いうことは、しっかり研究しながら、ま

た、皆さんと意見を交換しながら、何か施

策をしっかりと示していかなければならな

いと思います。 

また、御指摘の町長がしっかり先頭に立

つべきだということに対しては、まさにそ

のとおりでありますので、しっかり進めて

いきたいと思っております。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 今、町長から若い

女性、端的に申し上げますと若い女性が美

幌から離れていると、それが顕著であるこ

とがこの少子化に大きくつながっているの

ではないかというお話をいただきました。 

まだうちは子供が小さいですが、やはり

これから子供たちが中学校、高校、そし

て、大人になっていく。 

子供たちを抱える親御さんたちとお話し

ますと、やはり皆さん口をそろえて言うの

は、子育てにおいて一番重要なものは教育

だとおっしゃいます。 

この教育環境の部分、これが原因で美幌

町を離れてしまう、そのような人たちが少

なくないというのが現状なのかなと、私は

思っております。 

前回も、いつだかの質問でも、私もお話

しさせていただきましたが、郷土教育、あ
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とは地域の産業、そして、高校や地域の人

たちと触れる機会。これを設けた教育をも

っと強くやっていくことで、美幌町への愛

着とか、美幌町に興味を持ち、このような

ことがあるのではないかと、人は深掘りし

ていくのだと思うのですね。 

私もそうですけれども、なかなか興味の

ないことを聞いても頭に入らないではない

ですか。なので、やはり自分たちが興味を

持つことと、この町が好きだからここに住

んでいきたいと思うことが、どのようなこ

とがあるのだろう、美幌町はどのようなサ

ポートをしてくれるのだろうとか、そのよ

うなことをまたさらに深掘りしていくきっ

かけにもなるのかなと思うのですよね。 

そのことは、大人になった人たちに１

年、２年でいきなり身につけてもらうとい

うのはなかなか難しい話であって、やはり

小さいうちから、子供の頃から本当に美幌

町のことをしっかり知ってもらうような。 

小中一貫とかではなく、もちろんそれも

必要だと思うのですけれども、美幌町なら

ではの郷土を感じてもらう一貫教育という

のが、私は必要なのではないかなと思って

います。 

いつだかテレビで拝見しましたけれど

も、恐らく山梨県だったと思うのですが、

県民全員が県の歌を歌えるのですね。道路

で歌えますかと言ったらみんなで肩を組ん

で、若い世代とかも楽しく歌うのですよ。

これはすごいなと私は思いました。正直言

って、私は美幌町の歌を知らないです。町

歌を歌えますかと言われたら歌えないで

す。 

なので、歌に例を挙げるとそのようなと

ころがすごいなと思いましたし、例えば、

美幌町の特産品は何ですかという話になっ

たときに、ビート、ジャガイモ、小麦、そ

して、最近ですとアスパラとかに力を入れ

ていますという話になると思います。 

では、授業でビートとかを習ったはずの

子供たちに、畑に植えているビートの葉っ

ぱを見て「これは何」と言ったら全員分か

るかな、分からない子も多分多いと思うの

ですね。 

ですから、ふだんからもっともっと地域

を感じられるというか。地域の人たちと密

着して美幌町のいろいろなことに触れられ

るような。何と言ったらいいのでしょう、

ただ制度でそのようなことをしましょうで

はなくて、無機質ではなく、みんなで人が

人を支えていけるような一貫教育というの

をやっていく必要があるのではないかなと

私は思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今おっしゃったこ

とに対してこうだよと、なかなか言いづら

い状況ではあります。 

言いづらい状況というのは、言われてい

ることが本当にそのとおりだと私は思って

おります。 

私は、美幌育ちではありません。でも、

美幌に長くいて、ここの中で皆さんに大事

にしていただいて、この立場になっている

ということの根底には、やはり形ではなく

て、人と人とのつながりをしっかり持たせ

ていただいて、大事にされてきたと。 

ですから、私は、美幌は本当に人のつな

がりがよくて温かな町だと、他の町の方々

には自負できる。 

そのような中で、このような言葉がいい

かどうか、関係人口というか、やはり美幌

を思っていただける方、美幌をしっかり理

解していただける方にこの町を支えていた

だければという話をずっと言ってきまし

た。 

そう考えると、自分もそうですけれど高

齢になったときに、美幌を離れた人の話を

聞くと美幌はいいよねと。 

それは、やはり全部人の温かさとか、昔

はこうだったよとか、それがつながってい

る。それを教育の中、郷土教育ということ

で、何とか学校でやっていただきたいとい

う話をしてます。 



 

－ 52 － 

今回の私の公約にも、それをしっかりや

っていただきたいというか、教育について

は教育長に任せているので、これ以上踏み

込んでどうかという話ではない。 

ただ、思いとしては、これをしっかりや

らなければならないというのは、木村さん

と同じように大事なことではないかなと思

うのですね。 

ですから、それは、これから教育長とも

話してしっかり授業の中で、形的な話をす

ると、例えば、地元のビート工場があるよ

と。 

地元にいてビート工場を見たことないと

いう人がたくさんいるので、私が昔、経済

部長をやっていたときに、町民向けに工場

見学を必ずしてください、町民が見る機会

をつくりましょうということもやっていま

すし、社会教育でも郷土学と言ったらおか

しいですけれども、例えば、遺跡などを回

って。 

行政ということではなくて、町民の

方々、皆さんとやれる環境、それから、そ

のような努力は今後もしていきたいと思っ

ております。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） ここでマイクを使

って言うのもちょっと恥ずかしいですが、

私は本当に美幌が大好きです。 

ではなぜ、私は美幌が大好きで、ここま

で美幌に何かいろいろやろうと思っている

のかなということを、ふと考えたことがあ

るのですね。 

やはり、そのようなときに出てくるの

は、自分の中でまだ意識もないぐらい小さ

い頃から、私は地域の人たちに育てていた

だきました。 

三輪車に乗って近所を歩いてるときに、

近所のおばちゃんとかから「お菓子あげる

からおいで」とか言われて、お菓子をもら

って食べて、おばちゃんたちと一緒に畑を

見ながら「これが大根と言うのだよ」と

か。 

だから、大根の葉っぱを何で自分が覚え

たのかなと、別に勉強して覚えたのではな

くて、まだ物心がついていない頃から、自

分の祖父母であったり、近所のおじいちゃ

ん、おばあちゃんたちにそのようなことを

教えてもらっていたから身についてるのだ

と思うのですよね。 

やはり、自分が育ててもらったという根

底があるから、地域を大事にしていきた

い、ふるさとを大事にしていきたいと思う

のだろうなと。もうこれは多分、理屈では

ないのだろうなと思いました。 

なので、今、何でも科学で証明されたり

というところもあるし、もちろんそれもそ

れで大事なのだと思うのですけれども、や

はり、人間は人間に育ててもらって、人間

として育っていかなければ駄目なのだと。 

そのために、人と人との触れ合い、ただ

教科書とか、そのようなことで地域を感じ

るのではなくて、生で見て、人に教えても

らってということが絶対大事なのだろうと

思います。 

町長も今、お話いただいた中で多分その

ことは重々御理解いただいていると思いま

すので、もちろん、教育の一環かもしれな

いのですけれど、ただ教育として教育委員

会がやるのではなくて、子供を町で育てて

いくということで、本当に行政、町を挙げ

てそのような取組をやっていくことが大事

なのではないかと私は思います。 

これ以上、この話をずっと続けるとちょ

っと時間が足りなくなってきてしまいます

ので、次に行きます。 

町長が公約として挙げられていたところ

に対しての重複みたいな形になってしまう

と思うのですが、私がいろいろな人からお

話しいただく、子育て世代の方からいただ

く御意見の中で、特に多い三つというの

が、学校給食費の完全無償化。 

あとは、小学校１年生のときに３０人以

下学級をやっているのに、２年生、３年生
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になったらどうしてそうではなくなるの

と、それによって、いろいろと弊害がある

とかというお話を聞くので、そのような意

味も含めての全学年３０人以下学級の導

入。 

あとは、子育てをしながら働いて、保育

料が高くて働いた分というお話もあります

ので、３歳未満児の保育無償化、このよう

なところを求める、この三つが特に町民か

らいただく声では多いです。 

その上で、あえて、町としてはどう捉え

ていらっしゃるのか、伺いたいと思いま

す。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今３点、お話、御

質問をいただきました。 

私も今回いろいろな方と話した中でいけ

ば、子育てをするということに関して、こ

の三つのこともかなり言われております。 

１点目の学校給食については当然、これ

は公約の中で、ただ、無償ということは皆

さんには言っておりません。 

段階的にというか、一つの動きとして、

今、国が止まってしまったのですけれど

も、学校給食費を将来的に無償にしようと

いう論議が出ております。 

ですから、その意味でいけば最終的に、

常日頃、御質問があった中においては、給

食費については、国が無償にすべきだとい

う話をしてたのですけれど、そのような形

で言っていても前へ進まないので、町でや

れることはやりましょうということです。 

今、無償にはできませんけれど、段階的

にということは、早い時期にさせていただ

きたいと思っています。 

２点目の少人数学級ということで、私が

教育長をやらさせていただいたときの当時

の町長との間で、中学１年生の子たちは３

５人学級だったのですけれど、小学校につ

いては当時４０人学級の中で、３５人学級

にすることが条件で、教育長を引受けさせ

ていただきました。 

そして、実際にやらせてもらいました。 

今、問題になっているのは、当時は４０

人と言いながら３６人とか、そのような数

だったのですね。３６人を半分に割ると１

８人ですから、実は２０人学級なのです

よ。それをずっと置いておいて、突如３４

人になって、教員の方に「教育長、来年か

ら３４人なのですが」と言われたときに、

では、幾つまで少人数がいいのかといった

ときの限界が３０人と思った中でいけば、

次のステップとしては、３０人をどうなの

だという話で教育委員会の方も言う。教育

長もそのような話なので、まずやったので

すね。それからの継続についてもどうする

かということは、考えてくれと指示をして

います。 

私も言われました。１年生で３０人をや

って、２年生になって戻すということに対

してどうなのと。 

これはもう一つ、なかなか単純にいかな

いのは、教員が確保できないことなのです

ね。 

これができるのであれば多分、進めるこ

とは可能だと思うのですけれど、当時も３

５人学級にするのに、多いときで２人ほど

町単独で教員を採用しています。 

今は採用したくても本当に教員がいない

と、それをどう解決するかということが今

あって、これもいろいろ教育委員会に検討

していただいています。 

それから、３番目の３歳未満の保育無償

化という部分については、最初の給食費と

同じで段階的に進めるという思いで、原課

にもいろいろ説明しております。 

これについても今後、一遍にドンとはい

かないと思いますが、少しずつ前に向けて

進むということで、御理解いただきたいと

思っております。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 大きく三つの項目

について、一つずつ御丁寧に町長から御答
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弁いただきました。 

３歳未満児の保育無償化、そして、学校

給食費の無償化については、いきなり無償

化とはならないけれども段階的に進めてい

きたいと。 

これは、子育て世代にとって本当に喜ば

しいことだと思いますので、町長がそのよ

うに御答弁いただいたということを、私は

たくさんの人に伝えていきたいと思いま

す。 

３０人以下学級についても、私も今回の

出生数を見たときに学校数と考えたら、行

く行くは３０人以下というところではなく

なってしまうなと思っていますが、これ以

上やると小中一貫教育の話になってきたり

して、委員会の調査項目と重複してしまい

ますので、これ以上はやめておきたいと思

います。 

いずれにしても、そのようなことの重要

性は受け止めていただいて、検討を進めて

いただいているということもしっかり受け

止めたいと思います。 

続きまして、ちょっとまた少し変わりま

すが、保育の部分でお話ししますと、美幌

町は子育て支援センターもすごく充実して

いて、発達支援センターで少し障がいのあ

る子供たちに対しての保育・教育の部分も

すごく力が入っていて、本当にすばらしい

ことだと思っております。 

ただ、社会情勢として、今後、共働きの

人たち、それを含めて移住者をもっともっ

と増やしていきたいとか、そう思ったとき

に、美幌は保育と子育て支援が充実してい

るけれども、やはり保育士の確保が課題に

なってくるだろうと思います。 

そのようなところについても財源が必要

になってくると思いますので、課題としな

がらも子育て支援に。 

私は、美幌町は子育て支援がすごく魅力

的だと言ってもらえるよう、さらに拡充し

て、もっともっと魅力的になっていけたら

いいなと思っています。現状でもかなり充

実していると思っていますが。 

そこで、これもやはり保育士の確保が課

題になってくるのだろうと思うのですが、

美幌町で移住促進をしていきたいと思った

ときに、では、どの世代の方達に来てほし

いかと考えると、やはり子供がいる世代、

これから、結婚して子供を産み育てていく

若手世代、このような人たちに美幌に移住

してきてもらうことがいいのではないかな

と思います。 

今、小さいお子さんがいて、移住先を探

していますとか言っても、なかなかその町

の保育園でそのような子の保育を受け入れ

るよとか、簡単にいかないのかなと思って

おります。 

なので、美幌町の子育て支援とかの魅力

を移住希望者にも感じてもらえるような、

例えば、保育留学みたいな、このようなも

のの実施を検討してみてはどうかと思うの

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、美幌に移住、

来ていただくという部分の中において、や

はり子供さんが小さい場合には保育という

部分。その中でいけば、今、木村議員から

お話があった保育士の確保、これは非常に

難しく考えております。 

また、彼女らが置かれている、女性ばか

りではないですから、保育士が置かれてい

る環境も余り、やはりすごく大変になって

きているというか。 

ですから、昔の預かるという概念ではな

くて、どのような家庭で育っているかと

か、下手したら朝御飯が食べられていない

子もいたり、家の中に戻ったときにどのよ

うに扱われ、そこまで踏み込んだことを今

の保育所は全部やるようになってきている

のですね。そういう意味では、保育所の仕

事の負担が大変重くなってきている。 

そうなると、一斉に保育所を辞められる

ようなことが出てくると思います。そのよ

うな意味でいけば、先ほど若い女性が転出
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するという話をした中でいけば、少しでも

戻ってきてもらう。そのために今、始めて

いるのは、必要とする人材が美幌に戻れ

る、言うならば、学ぶために都会に出た場

合、そして、都会から逆に地元に戻っても

らうという形で、それは保育士だけでな

く、医療従事者もそうです。 

町の奨学金の金額を上げましたので、で

きればそれを借りていただいて、ほかのと

ころでもいいのですけれども、地元に戻れ

ばその奨学金を減免するとか、２分の１に

するというか。 

今は減免まではいっていませんけれど

も、少しでもそのような恩恵があるよう

に、きちんと考える必要があるのと、私ど

もは町立を持っていますので、その処遇改

善についても。 

既存の形であればこうだではなくて、本

当に今の状況を見た中での構築というか、

システムづくりをしなければいけないのか

なと思います。 

また、民間の幼稚園、認定こども園もあ

りますので、そのようなところとの連携の

中で、そのような方々の処遇に対しても連

携をとるようなことをきちんとやらなけれ

ばもう駄目だと、それがもう当たり前の時

代になりつつあるかなと私は認識しており

ます。 

そのような意味では、皆さんに来てもら

えるような環境づくりというのを、特に保

育については、再度しっかり調査したり、

皆さんと協議して、改善する努力をする必

要があるのかなと思っております。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 保育士の抱える業

務負担、そして、処遇の部分、これは本当

にどこも課題だと思っています。 

保育士の人材不足というお話をしたとき

に、ただ人がいないだけでは計れない部分

なのかなと思っていますし、今、実際に美

幌町で保育を担っていただいている人たち

をこれからも大事にしていくことが必要だ

と思います。ぜひ、今、町長から答弁あっ

た既存の形にとらわれない処遇改善、ここ

は本当に早急にというか、力を入れて取り

組んでいただきたいなと思います。 

こちらもまた、前回の質問の中で提案を

させていただきましたが、美幌町は今、フ

リースクールが出来まして、学校に行けな

い子供たちだったり、多様な教育について

力を入れて頑張っていただいています。 

例えば、美幌町の小学校やフリースクー

ルとかと連携して、ほかの都市部から小学

生や中学生を連れてきて、中長期的に美幌

町の小学校とかに１回入学して単位を取れ

るようにしたりとか、義務教育を受けてい

る子供たちを連れて移住体験をしやすくす

るというか、そのような形というのはでき

ないのでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほどの質問の中

で、肝腎なことをきちんと答弁していなか

ったかと。 

移住を希望するような方々に体験的な保

育ということで、これは道南の町で実際に

やっていて、そこの町長と二、三時間話し

たのですね、どうですかと。 

たまたまそこは保育所として定員が空い

ているのでお試しでということでやって、

本当に新聞でも話題になりました。非常に

注目されていて、仕組みとしては話題には

なるのですけれど、現実に受け入れる側の

保育士の方々がパンクするというか、これ

はやらないほうがいいですよと言われまし

た。 

本当に来るためにどう受け入れるか、そ

のようなことに向き合えるような形でその

人たちを受入れて、外にはアピールできま

す。ただ、中には１か月ぐらいでありがと

うございますと、そのようなことではなく

て。 

表だけを見る方はすごいねという話なの

ですけれど、実態はただただ保育士が疲れ
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切って終わったということです。これは保

育士がきちんと充足されて、いろいろなこ

とをやれるシステムが出来たときにやるべ

きだと私は思っています。 

今の質問についても、この辺は一つの教

育システムとして町がきちんと、町という

よりも全体でできるかどうかも、これは一

つの事例としていいねという話でやるとい

う思いは、私にはありません。 

やはり、受け入れる以上は、きちんとそ

こに、そして、最後は美幌に相談して、体

験してみてよかったということをしっかり

やらないと。 

多分、注目はしてもらえるのですけれ

ど、それは、そこに関わる人たちにとって

はただ負担になるのではないかなという思

いがあるので、慎重に検討する必要がある

かなという思いであります。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 今、保育留学につ

いても補足で町長に答弁いただきました。 

私もやはり、受け入れる側の体制、負担

の部分、これは絶対に課題としてあるだろ

うと思っているので、簡単にすぐやりませ

んかという提案としての質問ではありませ

ん。 

あくまで、このようなことを町として考

えてみる材料といいますか、きっかけにな

っていただきたいなというところで質問さ

せていただいております。 

確かに、受け入れる側としても責任を持

って、教育だから、小学校だけだから小学

校だけがみたいな話には絶対にならないだ

ろうと思います。 

受け入れるからには、町全体としてその

人たちに、せっかく来てもらった人たち

に、美幌町に移住して喜んでもらえる、そ

こまで責任が持てる思いでやらないと駄目

なのだろうと、私もそれは思っています。 

なので、それも踏まえた上で、今現状は

なかなかそのような余力はないけれども、

例えば、そのようなところに方向性を向け

たときに、このような考え方もあるのでは

ないかなということで検討していただく、

頭の片隅にでも置いておいていただきたい

なというところで、質問させていただきま

した。 

少し話がそれてしまうかと思うのですけ

れども、少し教育から外れます。 

私、先ほど財源確保の中で、基金でお金

を集めるとかという部分で、ふるさと納税

の話とかもさせていただきました。 

財源確保として、これも提案のような形

になるのですけれども、美幌町で秋に新し

いホテルもオープンする予定ということ

で、今後、町外から美幌町に来てくれる人

たちも増えてくるのではないかなと思いま

す。 

それで、旅先納税というものが今、出て

きています。せっかくであれば、美幌町と

しても訪れた人たちに魅力を感じてもらっ

て、この町が好きだなと、そこでふるさと

納税してもらうということができればいい

のかなと。 

私は、美幌町に来て、子育て支援とかそ

のようなサービスを受けて、美幌町は本当

にいいなと、美幌町は子供を応援している

のだな、では、その町に納税したいなと思

ってもらい、その場で旅先納税をしてもら

うとか。 

そのようなところで使ってもらえたらい

いのかなというところで、提案として含め

させていただきました。それ以外に何に活

用するかとかは別としても、この旅先納税

を美幌町として導入してみてはどうかなと

思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、お話しいただ

いた旅先納税とか、隣町が始めたこちらに

来てもらってふるさと納税したら物を持っ

て帰れるとか、いろいろな方法があって非

常に興味深く思っております。 

美幌町でそのようなことができるかどう
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か、いろいろこれから勉強させていただき

たいと思っております。 

○議長（戸澤義典君） １番木村利昭さ

ん。 

○１番（木村利昭君） 今、時代が進むの

が早いといいますか、いろいろな新しいこ

とが出てきて、各市町村、どこの自治体も

新しい情報を得て、どんどん前に進んでい

るという状態であります。 

やはり、生き残りというのは、これから

本当に大変な時代になってくるのではない

かなと思います。その上で、先ほども町長

からは、子育てについては力を入れてやっ

ていきたい、このような取組をしていきた

いということで、様々な具体的なお話もい

ただきました。 

それで、最後になりますけれども、再

度、もう一度みたいな形になりますが、美

幌町としてふるさと納税、子育て支援も含

めてですけれども、美幌町の課題を町民の

人たちに知ってもらうために、町長からし

っかり声を何度も何度も上げていただい

て、その上で町民を巻き込んで一緒に取り

組んでいく取組。 

これは、行政が行政でただやりなさいと

かという話ではなく、町民も民間もみんな

巻き込んでやっていくために、町長を筆頭

に行政が音頭をとって、町民を巻き込んで

いっていただきたいと思いますが、その辺

りに対しての思いを再度聞かせていただい

て、質問を終わりたいと思います。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 行政だけではなく

と、私もそう思っております。 

行政だけではなく、やはりオール町民と

いうか、町民の方々、皆さんの力を結集し

て、今こそ同じ方向を向いて頑張らなけれ

ばいけない時期かなと思います。 

その中心においては、これからの未来を

担う子供たちをしっかり、地域の子は地域

で育てるということ、それから、今いる私

どもも含めて、高齢な方も元気で長生きで

それぞれの役割を。 

教養と教育ではないですけれど、そのよ

うなこともしながら、町全体がしっかり前

へ進むべきだと思いますし、そのかじ取り

役として町長をさせていただいているわけ

です。 

前を向いて歩んでいきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） これで、１番木村

利昭さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１１時１０分とします。 

午前１１時 ２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１０分 再開 

○議長（戸澤義典君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

２番馬場博美さん。 

○２番（馬場博美君） 〔登壇〕 それで

は、さきに通告しています４点について質

問いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。 

最初に、エネルギー・食料品価格等の物

価高騰対策について。 

物価高騰臨時支援給付金の支給について

でございますが、経済産業省は、５月１６

日、北海道電力を含む電力７社が申請した

家庭向け規制料金の値上げ幅を発表しまし

た。 

そのうち、６月１日からの北海道電力の

値上げ幅は平均２３.２％、標準世帯３０ア

ンペア月２３０キロワット時の使用料金

は、現行より１,８９６円（２２.６％）増

の月１０，２８７円となり、料金水準は過

去最高となります。 

このような中、電気料金高騰を受け、家

庭の負担軽減を図るために、国が今年導入

した激変緩和対策である１キロワット時当

たり７円の補助金も１０月検針分から半減

し、１１月分以降の対応はまだ決まってい

ない状況です。 
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法人向け電気料金も今春に値上がりとな

り、電気使用量が増える冬場に向けて、町

民の生活の冷え込みが懸念され、また、節

電にも限界があり、今後ますます生活が立

ち行かなくなる状況になります。 

特に、物価高騰で大変な生活困窮者や難

病患者の暮らしを直撃することになりま

す。 

また、食料品についても、高病原性鳥イ

ンフルエンザの発生により、採卵鶏が相次

いで殺処分された影響で、道内のスーパー

での卵の供給不足と価格高騰が続いていま

す。 

北海道の調査などでは、平均価格は１パ

ック２００円台後半まで値上がりし、過去

３０年で最高水準となっており、正常化に

は１年以上かかるとの見通しもあります。 

美幌町におきましても、美幌消費者協会

による５月の調査では、卵１パックの平均

価格は、１年前より７０円高い２９３円で

あり、町民生活への影響の長期化は避けら

れない状況であります。 

さらに、経済産業省は、５月２６日、ガ

ソリン価格抑制策として、石油元売に支給

している補助金について、６月１日以降、

２週ごとに段階的に縮小し、９月末で補助

が終了するようにすると発表しました。 

これまで、目標価格を上回る分につい

て、１リットル当たり２５円まで満額補助

してきたところですが、この補助率を１割

刻みで引下げていくとのことです。 

このようなことから町は、５月１１日開

催の第３回美幌町議会臨時会において、エ

ネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響

を受けた生活者のうち、住民税非課税世帯

に対し、１世帯当たり一律３万円や子育て

世帯児童１人当たり一律５万円の補正予算

が提出され、議決されたところでありま

す。 

しかし、エネルギーや食料品価格等の物

価高騰を受ける町民は、全世帯でありま

す。 

令和４年１１月に実施しております住民

税課税世帯を対象とした美幌町物価高騰臨

時支援給付金を今年度も実施すべきと考え

ますが、町長の考え方をお伺いいたしま

す。 

２点目であります。 

農業振興対策について。 

酪農家への支援についてでありますが、

令和５年３月の第２回美幌町議会定例会で

一般質問しましたが、ウクライナ危機や円

安を背景に、酪農家は牛に与える配合飼料

価格が３年前の１.５倍に上がっており、餌

代は生産費の４割から５割を占めているこ

とから、配合飼料を多く使う大規模酪農家

ほど打撃が大きい状況にあります。 

また、好転の兆しが見えない一方で、電

気代も値上がりしており、４月分から生乳

を乳業メーカーに販売する際の加工向け乳

価を１キロ当たり１０円引上げましたが、

コスト上昇分の全ては賄い切れず、農産物

価格への転嫁が十分に進んでいない状況か

ら、非常に厳しい経営となっております。 

このことにより、５月１日に北海道が発

表した道内の２月１日時点の生乳出荷戸数

は、前年比２２２戸（４.４％）減の４,８

２２戸で、初めて５,０００戸を割り、減少

率は平成７年以来、２８年ぶりの大きさと

なっております。 

なお、美幌町においても年々減少し、今

現在、３４戸の酪農家の状況になっていま

す。 

新聞報道によりますと、道内の酪農家の

声といたしましては「餌代が値上がりし、

子牛も高く売れなくなった。酪農家の経営

環境は、かなり厳しくなっている」「今の

餌代、電気代、燃料代では赤字が続いてし

まう。個人の努力ではどうしようもない」

「１頭当たり１０万円の支援金を出すぐら

い、思い切った対策をしないと離農が増え

る」「子牛の価格も下落し、最近は価格が

以前の半分以下になっているケースもあ

り、経費が増え収入が減っている」などが
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あります。 

このことは、美幌町の酪農家にとっても

同様なことだと思います。 

３月の第２回美幌町議会定例会の一般質

問において、町長は「今後も本町の農業が

持続的に発展していけるよう状況に応じた

必要な支援を検討してまいります」と答弁

されましたが、町内の酪農家に対する現状

の認識と今後の対策について、町長の考え

方をお伺いいたします。 

３点目であります。 

新型コロナウイルス感染症対策につい

て。 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上

の分類「５類」移行後の対応についてであ

りますが、３月１３日以降、新型コロナウ

イルス感染症対策の一つとして推奨されて

いたマスク着用は、個人の判断が基本とな

りました。 

また、５月８日より新型コロナウイルス

感染症の感染症法上の分類が、危険度が２

番目に高い２類相当から季節性インフルエ

ンザと同様の５類へ移行されました。 

このことにより、町としてこれまで取り

組まれてきた対策はどのように見直しされ

たのか、また、今後の具体的な対策につい

て、町長の考え方をお伺いいたします。 

４点目であります。 

犯罪被害者等支援について。 

犯罪被害者等支援条例の制定についてで

ありますが、平成１６年１２月８日に成立

した犯罪被害者等基本法においては「安全

で安心して暮らせる社会を実現すること

は、国民すべての願いであるとともに、国

の重要な責務であり、我が国においては、

犯罪等を抑止するためのたゆまない努力が

重ねられてきた。しかしながら、近年、

様々な犯罪等が後を絶たず、それらに巻き

込まれた犯罪被害者等の多くは、これまで

その権利が尊重されてきたとは言い難いば

かりか、十分な支援も受けられず、社会に

おいて孤立することが余儀なくされてき

た。更に、犯罪等による直接的な被害にと

どまらず、その後も副次的な被害に苦しめ

られることも少なくなかった。もとより、

犯罪等による被害については、第一義的責

任を負うのは加害者であります。しかしな

がら、犯罪等を抑止し、安全で安心して暮

らせる社会の実現を図る責務を有する我々

もまた、犯罪被害者等の声に耳を傾けなけ

ればならない。国民の誰もが犯罪被害者等

となる可能性が高まっている今こそ、犯罪

被害者等の視点に立った施策を講じ、その

権利や利益の保護が図られる社会の実現に

向けた新たな一歩を踏み出さなければなら

ない。国、地方公共団体及びその他の関係

機関並びに民間の団体等の連携の下、犯罪

被害者等のための施策を総合的かつ計画的

に推進するため策定する」とされておりま

す。 

犯罪被害者等基本法においては、地方公

共団体の責務として、基本理念にのっと

り、犯罪被害者等の支援等に関し、国との

適切な役割分担を踏まえて、その地方公共

団体の地域の状況に応じた施策を策定し及

び実施する責務を有することになっていま

す。 

また、国と地方公共団体は、相談及び情

報の提供等、損害賠償の請求についての援

助等、給付金の支給に係る制度の充実等、

保健医療サービス及び福祉サービスの提

供、安全確保、居住の安定、雇用の安定、

国民の理解の増進、調査研究の推進等、民

間団体に対する援助並びに意見の反映及び

透明性の確保等に関して、必要な施策を講

ずるものとされております。 

検察庁の犯罪被害者等支援条例の制定状

況の調査によりますと、令和４年４月１日

現在、都道府県においては３９団体、指定

都市においては１１団体、市区町村におい

ては４３５団体が条例を制定しています。 

このうち、秋田県、岐阜県、京都府、兵

庫県、奈良県、岡山県、佐賀県、長崎県及

び大分県では、全市町村が条例を制定して



 

－ 60 － 

いる状況であります。 

一方、道内の犯罪被害者等支援条例の制

定状況においては、令和４年１０月現在１

０市町村で、全体の６％にとどまっていま

すが、専門家は「いつ誰が被害者になるか

分からない」とし、早急な整備と支援拡充

を訴えている状況にあります。 

このようなことから、美幌町における犯

罪被害者等支援条例の制定について、町長

の考え方をお伺いいたします。 

以上、４点よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 馬場議

員の御質問に答弁いたします。 

初めに、エネルギー・食料品価格等の物

価高騰対策についてですが、昨年来エネル

ギー・食料品価格等の物価高騰が続き、そ

の影響を受けている生活者や事業者の状況

を踏まえて、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金を活用し、必要な支

援を実施してきたところでありますが、今

もなお電気料金をはじめ、食料品などの相

次ぐ値上げにより、町民生活に影響が及ん

でいることは承知しているところでありま

す。 

このような中、政府は、本年３月末に新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金における電力・ガス・食料品等価格

高騰重点支援地方交付金の推奨事業メニュ

ー分として追加配分を行い、本町において

は、８,２６２万６,０００円の配分を受け

たところであります。 

現在、町民生活及び地域経済の状況把握

に努め、必要な支援について検討を進めて

いるところであり、適宜、議会に御相談の

上、事業化を図ってまいりますので、御理

解のほどよろしくお願いいたします。 

次に、農業振興対策についてですが、ウ

クライナ情勢の影響や円安傾向などにより

飼料価格は過去最高水準で高止まりし、さ

らには、電気代の値上がりなどから、酪農

経営は厳しい状況が続いております。 

このようなことから、本町では、令和４

年１２月に飼料価格高騰や子牛の市場価格

下落などの危機にある畜産経営を支援する

ため、酪農・畜産経営安定対策支援金給付

事業を実施し、酪農家のほか、肉用牛を飼

養する畜産農家も含めた町内３３戸の生産

者に、経産牛・肉用牛１頭当たり７,２００

円、合計で１,９６４万８,０００円の支援

を実施したところであります。 

また、国と北海道においても、令和４年

度補正予算で酪農家に対し、国で経産牛１

頭当たり７,２００円、北海道で６,８００

円の助成を行っております。 

今後も、北海道酪農振興町村長会議での

中央要請などを通じて財政的な支援を要望

してまいりますが、本町酪農家に対する町

の支援につきましては、美幌町酪農振興会

の皆さんとの意見交換や関係機関と協議の

上、具体的な支援内容や時期、手法等につ

いて検討を進めてまいりますので、御理解

をお願いいたします。 

次に、新型コロナウイルス感染症対策に

ついてですが、新型コロナウイルス感染症

の感染症法上の位置づけが５月８日から、

２類相当から５類に移行となったことに伴

い、従来の感染対策を個人に委ねることと

し、国として一律に日常生活における基本

的な感染対策を求めないこと、また、陽性

者や濃厚接触者の外出自粛を求めないこ

と、感染者数の把握を全数把握から定点把

握へ簡略化したところであります。 

本町での感染対策は、これまで国、北海

道の方針に準じ、マスクの着用、手指消

毒、換気の励行等のほか、簡易検査キット

の配付、ワクチン接種の促進を行ってきま

したが、簡易検査キットの配付について

は、類型移行を機に配付を終了いたしまし

た。 

ワクチン接種につきましては、厚労省専

門部会の見解を踏まえ、令和５年度限りで

抗体維持のため、引き続き特例臨時接種と

して位置づけられたことから、従来どおり
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接種を進めているところであります。 

今後の具体的な対策でありますが、基本

的に国、北海道の対策を踏襲することと

し、推奨されている医療機関や高齢者施設

等でのマスクの着用、換気や手指衛生等、

随時、町民の皆様が混乱することのないよ

う周知を図りつつ、新たに有効な対策が発

せられた場合には速やかにお知らせするな

ど、町民の皆様の健康と暮らしを守るた

め、取り組んでまいりますので、御理解を

お願いいたします。 

次に、犯罪被害者等支援についてです

が、犯罪による被害は、犯罪被害者本人の

みならず、その家族を含め、これまでの平

穏な生活が一変する上、長期にわたり数々

の困難に直面することとなります。 

そのような被害に遭われた方々が、再び

平穏な生活を営むことができる社会を実現

していくためには、家族、友人、知人など

の支援に加え、地域社会全体で寄り添った

温かい支援を継続していくことが何より重

要であると考えております。 

このことから、本町におきましては、平

成１２年に制定した「美幌町くらし安全ま

ちづくり条例」において、犯罪被害者等支

援の基本的理念と責務などを定め、これま

でも相談に応じて、関係部局、関係機関と

の連携を図りながら、被害者等の一番身近

な行政機関として、しっかりと寄り添った

対応に努めているところであります。 

御質問の犯罪被害者等支援条例の制定に

基づく新たな支援制度の制定については、

本町における被害者の実態をよくつかんだ

上、この地域の特性に沿った中で、既存の

制度以外で真に必要とされる施策を見極め

ることが必要と考えております。 

これまで、犯罪被害者等による実際の相

談はごく僅かということもありますが、

個々の相談に応じ、既存の制度を活用する

ことで、必要とされる一定の支援ができて

いることなどから、新たな支援制度につい

ては現在のところ制定の考えはありません

が、引き続き、犯罪被害者等のために、最

適かつ的確な施策の展開に向けた研究を進

めることは、必要なことと考えておりま

す。 

今後も、被害者からの相談に応じて、各

相談機関等と連携協力の上、困ったときに

相談できる体制の一層の充実に向け、しっ

かりと取り組んでまいりますので、御理解

いただきますようお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ２番馬場博美さ

ん。 

○２番（馬場博美君） それでは順次、再

質問させていただきます。 

まず最初に、エネルギー・食料品価格等

の物価高騰対策について再質問させていた

だきます。 

１回目の質問で申し上げましたが、６月

１日から電気料金の大幅な値上げ、食料

品、特に、卵の値上げ、ガソリン価格の値

上がり等で、物価高騰が続いております。 

さらに、その他の食料品についても、５

月３１日、民間の調査会社によりますと、

全国で６月の食料品の値上げは３,５７５品

目、カップ麺の一斉値上がりもあり、前月

の８３０品目から急増しております。 

これまで公表されていた今年の食品値上

げは２万５,１０６品目で、早くも昨年の水

準２万５,７６８品目に肩を並べています。 

また、７月にパンや乳製品などの価格も

値上がりし、７月中には３万品目を超え、

昨年実績を上回る見通しであります。 

このようなことから、今年の４月の全国

消費者物価指数は、生鮮食品を除く食料が

前年同月比９％の上昇と、約４７年ぶりの

高い伸びとなっております。 

このことにより、総務省が発表した４月

の家計調査では、消費支出が物価変動を除

く実質で前年同月を４.４％下回り、マイナ

スは２か月連続で、減少率は６.５％だった

令和３年２月以来の大きさの状況になって
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おります。 

特に、物価を背景とした教育費の切り詰

めの動きがあり、学習意欲や学力低下が懸

念されて、１回目の町長の答弁にありまし

たけれども、検討するということについて

は分かりました。 

そこで、実施時期について、今、私が説

明したとおり、早急に町、国の財源を活用

して、昨年実施した美幌町物価高騰臨時支

援給付金を実施すべきと考えますが、再

度、町長の考え方をお伺いいたします。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 正直言いますと、

今現在は、様子を見ているという状況であ

ります。 

今、馬場議員からいろいろ状況を説明い

ただきました。 

私も同じ資料に基づいて、当然、これか

ら食品の値上げが出てきて、家庭負担が上

がるよということもある中で、実は、今回

説明をいただいた４月の家庭の支出状況で

いけば、本当に結果としてマイナスであり

ますので、皆さん我慢をしているというの

が正直な。 

ですから、今の段階は大変だけれども、

我慢をして何とか頑張っていただいている

というのが、私の認識であります。 

早急にということでありまして、その中

でいけば、今回これも御質問の中でいろい

ろ説明いただいた大きなものは電気料金と

か、ガソリン代が上がるということを考え

ますと、一つの時期とすれば、電気代であ

れば、実際にはこれから１１月ぐらいにな

るのですかね、それから、ガソリンは１０

月ということになれば、その辺がもう我慢

の限界かなと。 

そう考えますと、何とか補正というか、

支援をするタイミングとか、それから、ど

のような方々にするかという形で、ただ皆

さんにお渡しするというのはなかなか。 

前回もそうですけれど、一般財源もかな

り伴うことがあって、その辺の見極めをこ

れからさせていただきたいと思っていま

す。 

ですから、そのようなことを考えると、

最低でも９月の議会には提案させていただ

きたいと思うのですが、場合によっては、

９月では間に合わないから臨時ということ

も頭に、今、私どもも内部で協議をしてい

る中では、そのようなことも視野に入れて

進めたらどうかと、みんなと協議している

時期であります。 

タイミングとそれからどのような方々に

ということで、今しっかりとその辺の状況

を見定めたいと思いますので、御理解をい

ただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典君） ２番馬場博美さ

ん。 

○２番（馬場博美君） 町長の答弁で、で

きるだけ早く実施していただければなとい

う思いであります。 

それでは、２点目の酪農家の支援につい

てであります。 

１回目の質問でいたしましたけれども、

ウクライナ危機や円安を背景に、配合飼料

価格の高騰や電気代、燃料代の値上がりな

どから、酪農経営はかつてない厳しい状況

が続いております。 

酪農経営は、答弁にあります美幌町酪農

振興会の皆さんとの意見交換や関係機関と

の協議の上、具体的な支援内容や実施時

期、手法等について検討を進めるとのこと

ですが、私は６月１１日、美幌町酪農振興

会藤原会長を訪問し、協議を行いました。 

やはり、酪農家の経営状況は美幌町内に

あってもかなり厳しい状況であるので、昨

年１２月に実施した酪農畜産経営安定対策

支援金給付事業を今回も検討していただき

たいとの話でありました。 

このような中、北海道においては、５月

１７日開催の臨時道議会に、畜産農家への

配合飼料価格高騰対策として２４億５,２０

０万円の補正予算を提出しました。 

このような状況の中で、美幌町において
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も畜産農家３４戸をしっかり守るために

も、これも早急に対策を講ずるべきと私は

考えますが、再度、町長の考え方をお伺い

します。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 昨年、畜産農家は

ということの中で、いろいろ施策をさせて

いただきました。 

また、酪農家に関する国に対する要望

も、昨年は実際に東京に出向いて、皆様方

と要望してまいりました。 

いろいろな話をお聞きして、また、今年

の北海道、それから、国の動きもいろいろ

説明していただいた中でいけば、令和４年

度と同じ内容を令和５年度も行うと、しっ

かりお聞きしたところであります。 

美幌町としても、具体的にどのような金

額でというのは今、お示しできませんけれ

ども、内部で協議した中で、議会の皆さん

の御理解をいただけるのであれば、酪農家

に対する支援を行いたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ２番馬場博美さ

ん。 

○２番（馬場博美君） ３４戸の畜産農家

を守るために、ぜひ、取組をお願いしたい

と思います。 

続きまして、３点目に入ります。 

新型コロナウイルス感染症対策について

でありますけれども、何点かお伺いしたい

と思います。 

ちょっと私も分からない部分があります

ので、事務的なことを含めて３点ほどお伺

いしたいと思います。 

答弁で「簡易検査キットの配付について

は、類型移行を機に配付を終了いたしまし

た」とのことですが、簡易検査キットの配

付を終了した理由及び町民への周知はどの

ようにされたのか、伺います。 

これが１点目であります。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁さ

せていただきます。 

医療用検査キット配付事業の配付理由と

その周知について、御答弁させていただき

ます。 

こちらは、令和３年の７月から、まず１,

０００キットを購入しまして、５類移行ま

での間、約１万５,５００キットを配付して

おります。 

当初、設置した、配付した目的でござい

ますが、令和３年７月ぐらいの時点になる

のですけれど、当時、医療機関で非常に検

査ができないということで、町民の方、全

国もそうなのですが、非常に多くの方が押

し寄せまして、医療の逼迫が起きたという

ことが、まず一つでございます。 

それに加えまして、薬局でなかなかこの

検査キットが手に入らないということで、

非常に町民の方、御苦労されたという経過

もございまして、町で検査キットを購入し

て配付したところでございます。 

それで、中止した理由でございますが、

５類の移行に伴いまして、国では、以前は

患者を発見・隔離するために公費で支援し

て、病院、医療機関等でも公費で検査を実

施しておりましたが、そちらの公費負担も

無料になったということに合わせて、町の

検査キットの配付も５類の移行に合わせて

取りやめたところでございます。 

なお、周知方法でございますが、配付の

前、３月時点よりホームページで周知しな

がら、窓口に来られた方についても、５類

への移行に伴ってこのキットは廃止します

ので、必要に応じて現在は薬局、あと、医

療機関では症状がある方が、ドライブスル

ーで検査していると思いますが、そのよう

な形で移行したところでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典君） ２番馬場博美さ

ん。 

○２番（馬場博美君） 町民への周知につ

いて、ちょっとこだわるわけではないので

すけれども、やはりこのような制度を、
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今、課長が答弁されたような内容で、ホー

ムページとか窓口でなくて、中止、配付を

終了したということについては、ある程

度、広報でも期間をもって周知すべきかと

考えます。 

そこで、状況的に調べますと、この新型

コロナウイルスは感染症法上の位置づけが

５類に移行してから６月８日で１か月が経

過しました。 

国や道は、日別感染者の総数の把握をや

めましたが、札幌医大の独自推計によりま

すと、道内は直近の５月下旬の週１日平均

患者数が１,０００人を上回り、移行後も増

加傾向がうかがえるとのことです。 

また、感染拡大期に１日平均１,０００人

規模となる状況は、昨年の第７波の入り口

と重なり、その後、第８波が続いたこと

で、今後の状況については、急激な増加は

ないが、昨年の感染拡大期の直前と似てい

る。今後、第９波に入る恐れがあるとのこ

とであります。 

今後、美幌町においても、イベント等の

活動が再開され、人流の交流が予想されま

す。 

また、町内において、医療機関等を調査

しますと、５月８日以降、６月４日までの

町内の医療機関における発熱患者数及び陽

性者数も、減っているのではなくて、横ば

いの状況であるということでお聞きしまし

た。 

このようなことから、私は、その状況に

応じた早め早めの対策が必要になると考え

ます。 

そこで、先ほど簡易検査キットの配付に

ついて質問しましたけれども、特に、重症

化しやすい高齢者や基礎疾患のある人で、

住民税非課税世帯の低所得者に対し、簡易

検査キットの配付を続けるべきと私は考え

ますが、町長の考え方をお伺いいたしま

す。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、国の流れとし

て５類に移行したということを踏まえて、

御提案のあった内容のことについては、今

のところ考えておりません。 

御理解をよろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ２番馬場博美さ

ん。 

○２番（馬場博美君） 今、町長からは考

えてないということでありました。 

私は、先ほど中尾課長の答弁の中で、当

時は、医療機関あるいは薬局で非常に入ら

なかったということでありますけれども、

やはり状況が今回変わったので、購入する

とすれば、入りやすくなったということ

で、町長もそのように考えられたと思いま

す。 

しかし、町民の中には、やはりこのよう

なことがどうしても心配であると、そのこ

とによって、早め早めに簡易検査キットで

やれば、感染拡大が抑えられるかなと私は

思います。 

ただ、先ほど課長の答弁の中で、医療機

関で買える、薬局でも買えるということか

と思いますけれども、ぜひ、そのような町

民の声として、検査キットの配付について

も、必要で欲しいなという方もいらっしゃ

いますので、今後検討をしていただきたい

と思います。 

そこでもう１点、最後になりますけれど

も、コロナウイルス感染症の感染症法上の

位置づけが２類相当から５類に移行したこ

とに伴い、現在町として取り組んでいます

具体的な感染対策及び感染した場合の対策

について、国や道の対応については、きち

んとホームページ等で周知されています。 

町にあっては、私もホームページを見ま

した。ホームページから見れば、道の情報

とか、いろいろな情報があります。 

また、具体的には、対策本部から職員に

周知されているものも拝見させていただき

ました。 

町民の中には、ホームページ等ではなか

なか分からないという声が非常に多くあり
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ます。特に、高齢者の方からそのような要

望があります。 

そこで、国あるいは道、町、それぞれが

やっている対策が一堂に会した、本当に分

かりやすいもの。 

町長は、新型コロナウイルスの感染対策

のチラシを町長名で出して、全戸配布した

ことがあります。そのことについても、町

民から分かりやすくて、非常によかったと

いう声もあります。 

そのように今、取り組んでいる感染対

策、あるいは、繰り返しになりますが、感

染した場合の対応について、道の対応と

か、国の対応はありますけれども、それを

一堂に会して、全町民に対して全戸配布に

より周知すべきと考えますが、町長の考え

方を伺います。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 答弁させていただ

きましたけれども、基本的には、国、北海

道の対策を踏襲するということ、そのこと

を皆さんに、町民の方にお知らせしてきた

ところであります。 

ホームページとか、それから携帯電話、

あんしんネットでお知らせした中で、高齢

の方々でそのような媒体を持たない方々に

対して、やはり理解がされてないというこ

とであればですね。 

国、道、それから町として、どのような

形で皆さんに対応していただきたいという

周知方法については、再度、内部で確認し

て、必要に応じて皆さんに伝えるというこ

とを考えていると思います。 

○議長（戸澤義典君） ２番馬場博美さ

ん。 

○２番（馬場博美君） それでは、最後の

４点目に移らせていただきます。 

犯罪被害者等支援条例の制定についてと

いうことでありますけれども、１点ほど具

体的に提案とか説明をしますので、町長の

考え方をお願いしたいと思います。 

犯罪に遭われた方が再び平穏な生活を営

むことができる社会を実現していくこと

は、最も重要と私は考えます。 

平成１２年に制定した美幌町くらし安全

まちづくり条例において、犯罪被害者等の

支援の基本的理念と責務などが定められて

いますが、具体的な支援内容や手続につい

ては明記されていません。犯罪被害者の支

援策を明文化する特化条例を制定する必要

があると考えます。 

例えば、道内北斗市の犯罪被害者等支援

条例の主な支援策は、相談対応や必要な情

報の提供、助言、日常生活の支援、公営住

宅の優先入居、被害者が死亡した場合は遺

族に３０万円、重傷となった場合は本人に

１０万円の見舞金を支給となっておりま

す。 

また、管内の斜里町、小清水町、清里町

の３町で現在、条例制定に向けた協議を進

めている状況にあります。 

私は、昨日、関係機関を訪問し、犯罪被

害者等の支援条例の制定について、協議を

したところであります。 

その中で、道内において、近々に発生し

た社会的に反響の大きい犯罪被害者につい

ては、例えば、令和４年９月の北広島市の

共同住宅放火殺人事件あるいは旭川市夫婦

殺傷事件、令和５年５月の釧路市女性教師

殺害事件などがあります。 

我々もまた、いつ何どき、犯罪被害者に

なるか分かりません。条例制定によって、

全ての人にやさしいまちづくりをするため

に、社会全体で犯罪被害者を支えていく必

要があります。 

答弁で申し上げましたけれども、全国的

に条例制定は、最近の情報としては機運が

高まっており、全国で既に２６.３％に上が

っております。 

その中で、道内の犯罪被害者等の支援条

例の制定状況についても、現在、質問した

数字より８.４％と伸びており、道内で１５

市町村になっておりますので、条例制定は

すべきとのことでありました。 



 

－ 66 － 

このようなことから、美幌町独自で速や

かな確実な支援策が必要と考えます。 

犯罪被害者等の支援条例の制定につい

て、再度、町長の考え方をお伺いいたしま

す。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、お話いただい

たことは、十分理解しているつもりであり

ます。 

つい最近、これは報道というか、私が普

段読んでいる新聞記事にも出ておりました

けれども、遺族に寄り添う制度ということ

で、犯罪被害者支援の抜本的見直しへとい

う記事もありました。 

そのような中で、一つは、条例が先にな

ければという話はどうなのか、条例をつく

れば何か解決するというよりも、答弁でお

話しさせていただいた、この必要性を十分

にきちんと研究することがまずは大事かな

と思います。 

条例があるかないかによって、何が困る

のかというと見舞金制度。お金を支出する

ということに対しては、一つの根拠がない

と駄目なのでそれ以外の、例えば、被害を

受けられた方に対する支援方法、要はお金

がかからない場合については、条例がある

なしではなくて、今も丁寧にやっていま

す。その辺の論議も含めて、今後、いろい

ろ勉強させていただきたいと思っておりま

す。 

そのことをしっかり皆さんと、というこ

とは、行政だけではなくて、町民の方々も

このような形でつくることが望ましいとい

う部分の賛同を得られた場合には、条例と

してしっかり提案したいと思います。 

斜里郡の３町でいろいろ今、御紹介いた

だいたことをやられているということも、

私も全部拝見させていただいて、その状況

もお聞きしました。 

そのような中で、非常に大きな事故があ

ったりとかで加速したということもお聞き

しています。 

今回言われたことをしっかり受け止めた

中で、対応していきたいと思っていますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ２番馬場博美さ

ん。 

○２番（馬場博美君） ぜひ、関係機関と

綿密に打合せしながら、早急な対策、対応

をお願いしたいと思います。 

以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（戸澤義典君） これで、２番馬場

博美さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１３時１５分とします。 

午前１１時５７分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１５分 再開 

○議長（戸澤義典君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一君） 〔登壇〕 それで

は、通告に従いまして、大きく２点ほど質

問をさせていただきます。 

まず、地域医療体制の充実についてであ

ります。 

開業医誘致制度の創設についてお尋ねい

たします。 

病院や診療所といった医療機関は、私た

ちの暮らしに不可欠なものであります。 

しかしながら、近年、病院は減少傾向に

あり、特に、地方都市では、医師不足も深

刻な問題となっています。 

安心してこの町に居住し続ける上で、安

定的に医療サービスを享受できるために

は、現在の美幌町内における診療体制の充

実が必須であります。 

現在、当町では、国保病院以外に開業さ

れている病院、診療所は７か所あります。 

開業医の方々は、通常の診療は無論のこ

と、休日当番医、学校医、ワクチン接種、

児童生徒の健康診断等々、多岐にわたり地

域医療に貢献いただいています。 
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特に、休日当番医においては、年間７０

回ほどありますが、内訳は、国保病院１４

回、津別町・大空町で各１０回、町内の開

業医では各７回から８回に及びます。 

さらに、昨今、ワクチン接種を週末に行

うために、医療スタッフの皆さんは、休日

をしっかりと取ることが難しくなってきて

います。 

基幹病院である国保病院も医師確保に奔

走している現在、開業医の存在は、地域医

療を守り、発展させていくために大変重要

な要素であると思います。 

今後、国保病院を守り育てることはもと

より、町内で新規開業や医療継承も含めた

環境を整えることは急務であります。 

そのためにも、開業医誘致制度を早急に

創設し、開業に必要な土地・建物・医療機

器の取得補助金の助成、医療継承等の費

用、スタッフ確保等々の施策を整えること

が必要と考えますが、町長の考えをお示し

ください。 

２点目です。 

介護福祉施策について。 

一つ目、高齢者介護用品給付事業につい

て。 

当町では、在宅寝たきり高齢者介護用品

給付事業というものがあります。 

当事業の運営要綱では「身体上・精神上

の障害があって、現に臥床等の状態にある

高齢者に介護用品を給付し、日常の便宜と

介護者の労をねぎらいとともに、経済的負

担の軽減を図り、寝たきり高齢者の福祉の

増進に資することを目的とする」とあり、

紙おむつを給付・配付するというサービス

であります。 

当事業運営要綱においては、老人福祉施

設に入所したときは給付を廃止すると規定

されておりますが、施設に入所した場合、

紙おむつは購入しなければならなくなりま

す。 

いかなる理由でこういう条項が制定され

ているのか、お尋ねいたします。 

また、大切な家族を施設に入所させると

いうことをどのように捉えるのか。 

家族の身体的、精神的負担や経済的負担

を軽減するということであれば、この給付

事業に関しては、介護場所がどこであろう

と続けていくものではないかと考えます

が、町長の考えをお示しください。 

二つ目、事業所からのおむつ類廃棄処理

の無償化についてであります。 

現在、当町では、おむつ類の無料収集を

行っておりますが、対象は乳幼児、高齢者

障がい者（児）世帯とされています。 

その理由として、在宅で介護されている

方たちへの負担軽減を図るためとされてお

ります。 

しかしながら、保育施設、老人ホーム、

グループホーム等の介護施設、病院等から

出されるおむつ類は事業系ごみとなるた

め、対象にならないとのことであります。 

昨年より続く物価高騰の嵐は、事業所の

経営努力に水を差す状況で、ふんまんやる

方ない思いであります。 

介護職員の慢性的不足等々、介護施設を

取り巻く環境改善が急務であります。 

事業所の負担を一部軽減することで、入

居者の方へのサービス向上につなげていた

だけるよう配慮が必要だと思います。 

まず、紙おむつに関して、一般家庭同様

無料収集に取り組まれるべきと考えます

が、いかがですか。 

また、現在、紙おむつの処理に関して

は、埋立て処分場への廃棄というのが我が

町の処理方法であります。 

昨年度の経済教育常任委員会でも報告が

ありましたように、再利用できるよう資源

化に向けた検討を進め、斜網地区一般廃棄

物広域処理推進協議会でより深い議論がな

されることが望まれますが、町長の考えを

お示しください。 

以上でございます。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 稲垣議



 

－ 68 － 

員の御質問に答弁いたします。 

初めに、地域医療体制の充実についてで

すが、高齢化が進み、地域における医療体

制の充実や在宅医療を担うかかりつけ医の

役割がますます重要視されている中、将来

に向けて地域医療を守るための施策は喫緊

の課題と考えております。 

御質問の開業医誘致制度の創設について

でありますが、町内には公的医療機関とし

て国保病院がありますが、高齢化社会にお

いて重要視されるかかりつけ医を担う民間

医療機関の維持及び開業医の確保対策は早

急に整備する必要があるため、美幌医師会

や関係医療機関と協議を行いながら、制度

設計に向けて進めてまいりますので、御理

解をお願いいたします。 

次に、介護福祉施策についてですが、１

点目の高齢者介護用品給付事業についての

御質問でありますが、本事業は、身体上・

精神上の障害があって、介護者の労をねぎ

らうとともに、経済的負担の軽減を図るこ

とを目的に、在宅の高齢者を対象に紙おむ

つを配付する事業であります。 

御質問の運営要綱における老人福祉施設

に入所した際に給付を廃止する理由でござ

いますが、老人福祉施設の入所による利用

者のおむつに係る費用については保険給付

の対象とされ、介護保険制度により対応す

ることになっているため、町の単独補助か

ら外れますので、御理解をお願いいたしま

す。 

次に、２点目の事業者からのおむつ類廃

棄処理の無償化についての御質問でありま

すが、現在、介護施設等からのごみについ

ては、紙おむつを含め、事業系一般廃棄物

として有料で処分しているところでありま

す。 

紙おむつの購入及び処分については、介

護保険制度で見られており、紙おむつを含

めた一般ごみについては、事業系廃棄物と

して処理することが位置づけられているこ

とから、現段階では処分料の無償化の考え

はございません。 

なお、町内において、居宅と定められる

有料老人ホーム１施設については、紙おむ

つの無料回収を実施しております。 

また、今後紙おむつの処分については、

１市４町の広域による中間処理施設整備に

向けた協議の中で、処分方法を含め検討し

ていくこととしており、施設完成後は、本

町においては、直接埋立てすることは考え

ておりませんので、よろしくお願いいたし

ます。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） それでは、再質問

を何点かさせていただきたいと思います。 

この質問に至った経緯といたしましては

いろいろあるのですが、やはり思うところ

は、最近の開業医の閉院の多さが目につく

なというものであります。 

今年も８月に１軒閉院するという話も耳

にしておりますけれども、そしてまた、そ

のような中で、この間いただきました後期

の総合計画を改めて見てみました。 

暮らしの満足度・重要度という部分で、

町民の皆さんが満足度または重要度におい

て、どのようなところに興味関心があるの

かなといろいろと読んでいたところ、国保

病院の常勤医師の確保についての重要度が

１.３８と。アンケートの中で最重要である

と、最高値をつけております。 

やはり、これが一番、町民の皆様の興味

があるところと思われるわけであります。 

健康はお金に代えられないと言いなが

ら、我々はふだん健康に留意してねと、体

に気をつけて頑張ってねと、何気なくその

ような言葉を掛け合いますけれども、いか

に健康というものが大事なものかというの

は、昔から言われていることであります。 

総合計画の中でもうたわれておりますけ

れども、病院の医師確保の問題、そして、
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診療科目の充実、病気予防対策、病気を早

期発見するための検診等々、国保病院は中

核病院といたしまして非常にいい活躍をさ

れているところであります。 

しかし、それも地域医療と言われる民間

医療機関の存在なくして、国保病院が十二

分にパフォーマンスを発揮できないのでは

ないかと、皆さん思うところであると思い

ます。 

現在、７医療施設が町内にありますが、

過去１０年以内にどのぐらい病院がなくな

ったかなというと、きっと皆さんも三つ、

四つすぐに指が折れるかと思います。 

その中で、一番何が言いたいかといいま

すと、開業医の誘致制度、そのための話で

す。これは、大変な問題でありまして、年

に７０回ほど休日当番の制度があります。

国保病院を含めて、皆さんに協力してもら

っているところでありますが、令和４年度

の受診人数は、美幌町内のクリニック、そ

して、津別町、大空町と３町にまたがって

おりますけれども、全体で７７２人の利用

があって、全部で割って平均すると１日当

たり１１人が診療を受けていると。 

多いか少ないかでいえば決して多くはな

いのですが、休日当番ということで、科目

によっては行くのを見合わせようかだと

か、ちょっと遠いからやめようだとか、い

ろいろな理由はあるのかもしれません。 

ただ、町の安全安心を守る一つの大きな

要素を、休日当番がしっかり守ってくれて

いるということになろうかと思います。 

改めて言いますけれども、令和４年度に

おいては、９時から１７時という診療時間

でありますが、１日平均の患者さんの数が

１１人。とあるクリニックでは、最高で２

２人、最低のクリニックではならせば２人

という数字が示されております。 

これは、町と医師会との契約となってい

るということをお聞きいたしまして、いろ

いろと調べたところ、休日当番医に報酬が

支払われていると思いますが、これは１日

幾ら支払っているものなのでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

在宅当番医制の運営委託料の明細でござ

います。 

まず、内訳から説明させていただきま

す。 

医師が１名で２万１,０００円、看護師が

２名でそれぞれ７,９００円、事務職として

６,５００円となっております。合わせまし

て４万３,３００円、こちらに諸経費としま

して１０％の消費税がかかる形になってお

ります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） 約５万円の経費を

休日当番の方にはお支払いしているという

ことであります。 

そのほかに、来た患者さんの診療報酬も

もちろん入るのでしょうけれども、先ほど

来言っておりますが、ふだんの診療はもち

ろん、ワクチン接種から、学校医、ありと

あらゆるところで国保病院はもちろん、開

業医の皆さんの協力を仰ぐのは必須であり

ます。 

その中で、いろいろな経営の問題を考え

たら、今、中尾課長の説明の中で、医師、

看護師、事務系云々でそのような経費が。 

それで、言葉をあえて崩して言えば、そ

れできちんと経営がうまくいくのかと。 

休日当番が年７回あって、それは一つ、

医療という部分を思えば、町を応援する、

町民の医療、安全を守るということを考え

れば、お金のことはという方も中にはいら

っしゃるかもしれませんが、やはりこれだ

け数が多いと負担に思うところもあるので

はないか。 

そしてまた、先ほど来、８月にも１軒減

るとなれば、それは丸々国保病院が割当て

で請け負うのか。いやいや、国保病院にも
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いろいろな理由があるから、これは医師会

としてしっかりと各医療機関できちんとう

まく割って運営してくださいよと言うの

か。 

しかしながら、町の公的な病院として国

保病院がある。 

この休日当番医という制度は、町から一

斉に委託して運営されていると思っていま

すが、それで間違いないですよね。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁さ

せていただきます。 

議員おっしゃるとおり、町から医師会に

委託して実施していただいている事業でご

ざいます。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） いろいろな費用面

で個人病院、クリニックの皆さんも大変負

担を感じていると、何軒かのお医者さんか

らも聞いております。 

となると、このまま５年、１０年後、民

間のクリニックの皆さんが、美幌町でしっ

かりとこの医療活動を続けていただくとい

う保証はもちろんないわけであります。 

そのためにも今回、開業医の誘致制度を

しっかりと今から構築して、やっていって

はいかがかという、改めての質問でありま

す。 

いかがでしょうか。美幌の医療を守ると

いうことで考えれば、今後いろいろ考える

と言っていますが、どのような考えがある

のか、今、分かるものがあればお示しくだ

さい。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 病院の医師、開業

医誘致制度の創設ということの御質問であ

りますけれども、これは今回の改選に当た

って、もともと私の公約の中に入れていた

ものであります。 

表現としては、当然、町立病院の医師確

保と個人医師の開業支援をしますとしてお

ります。 

ですから、町立病院の医師を確保するた

めに、私なりにいろいろな先生方とお会い

して、努力もしてきたつもりであります。 

あとは、医師会の田中会長からも、これ

からは、かかりつけ医の数を少しでも維持

する努力をしなければいけないと、そのよ

うな話は何年も、町長になったときから言

われています。 

具体的にどの形でという話の中で、いろ

いろ参考にさせてもらったのは、ふだんお

話しすることが多い網走市の場合とか、あ

と名寄市の場合、それから、北見市も今年

から始めてそれぞれの。 

特に、網走市はかなり実績もあるという

ことも含めて次はと。新たに２期目をスタ

ートした中においては、具体的にこれをき

ちんとやりましょうということで、担当に

は指示を出しております。 

そのような意味では、御質問いただいた

とおり、これからは町立病院の医師の充実

も大切なことでもありますけれども、個人

の先生方も増えることを願うという状況で

ありますので、御理解をよろしくお願いい

たします。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） 公約にもうたって

いるので安心してくれという話かと思いま

す。 

であれば、公約といっても私たちは今年

の４月に当選した人間でございますので、

あと残りまだ４年なのか、あと４年なの

か、いろいろ思うところはあります。 

その中で今、町長がおっしゃったように

開業医制度、網走、名寄、紋別、稚内、道

内でもいろいろなところの施策が公表され

ております。 

内容としては例えば、質問にも書いてあ

りますが、スタッフから土地からいろいろ

なもの、医療継承を含めてあらゆるものが
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含まれていると。もちろん、これから詰め

ていくというところではあるのでしょうけ

れども、そのような理解でよろしいでしょ

うか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、お話いただい

たように他の町村、市の状況を見ながらそ

れに合わせて、美幌としては最終的に幾ら

をリミットとして出すかということの腹づ

もりをこれから担当と詰めて、また皆さん

と御相談しながら、制定させていただきた

いと思っております。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） そのように制度化

されるということで理解しましたので、あ

る意味、私の質問はこれで終わってしまい

ます。 

しかしながら、今、医療、介護等につい

ては、町民の皆さん、いろいろな悩みを抱

えて進行中でありますので、もちろんそれ

を止めるわけにはいきません。 

民間医療の皆さんも日々、頑張っていら

っしゃいますが、いつ何どきどのような事

由で体制が行き届かなくなる、８月に閉院

されるというところも、ある意味寝耳に水

という話もあったりして、なかなか計画ど

おりにはいかないというのが現実でありま

す。 

その中で、休日当番医というのが肝にな

ってくるのだろうなと思いながら、その制

度を維持していく中で、単純に開業医の先

生が増えたから平均の数が保たれて、何と

かこれで１年頑張ってほしいという話にな

っていくのかと思います。 

十数軒ある中で、当番日数の多い少ない

はいろいろな理由でもちろんあるのでしょ

うけれども、皆さんが皆さん、平均的に１

軒が年７回、８回とやってくれているわけ

ではない。 

まして、これからまた、現在いる先生方

も高齢化していくのはもちろん目に見えて

いるわけですから、その中でどう休日当番

医の体制を維持していくのかということが

気になるところでありますが、今後、その

辺の対策について、お考えをお持ちでした

らお示しください。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 休日の当番医とい

うよりも、どのような形で先生に診てもら

える環境をつくるかという話になった場合

には、基本的には個人で開設している先生

方については、最終的には私たちが辞めた

としたら、町立病院に頼らざるを得ないよ

ねという話はずっとされています。 

そうなるとまず、町立病院でその体制が

とれるかどうかということを並行して考え

なければいけない。 

それから、今、開業されている個人病院

を極力減らさないということ。 

この頃、美幌を気に入っていただいて、

美幌から他の町へ仕事に行っていただいて

いる先生もいらっしゃいます。 

そのような関わりを持って、美幌に住ん

でくれるような医師が最終的に、今は本当

に年齢に関係なく、元気で診療されるので

あれば、そのような方々に将来的には町に

関わってもらうと。 

ただ、その関わり方をどのような形でつ

くるかということで、いろいろな先生方と

関係というか、親しくさせていただいてい

ます。 

ですから、ワクチン接種においては、医

師会にお願いしていた部分はあるのですけ

れど、今の接種については、町立病院でや

っている部分は別ですが、集団接種につい

ては、他の町から来ていただいたり。 

あとは、私が懇意にしている先生方に美

幌に来てもらう、何かあったら助けていた

だきたいという関係をつくるような形で、

少しでも地元の先生方に負担をかけないよ

うなやり方で進めさせていただいている状

況であります。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ
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ん。 

○７番（稲垣淳一君） 町長の頭の中で

は、かなり具体的にいろいろなものが描か

れているのだなというのは理解したところ

であります。 

休日当番の話で、ちょっとくどいようで

恐縮ですが、先ほどの先生の高齢化、負担

をかけないようにいろいろ努力しているの

だという話の中で、今回の件について、私

もいろいろな方と御相談といいますか、話

をしています。 

その中で、休日当番といいますか、開業

医の皆さんの存在というのは大きいし、開

業医がなかったら、国保病院でのある意味

コンビニ受診というとちょっと語弊があり

ますが、さらにそのようなことが増えてし

まうと。また、待ち時間やら、薬をもらう

時間だとか、時間がかかってしまうので、

開業医の皆さんには頑張っていただきたい

よね、どのような方法で我々町民といいま

すか、応援する考えがないものかという話

をしたところです。 

一つの考えといいますか、先ほど開業医

の先生も高齢化で、そしてまた、自分のと

ころで患者さんを休日当番で受ければ、看

護師さんもきちんとシフトを組まなければ

ならない、事務もいなければならない、病

院もきちんと整備して開けなければならな

い。 

それこそ冬場は燃料費もかかりますし、

いろいろネガティブな話が出てくるのです

が、国保病院を借りてそこに開業医の先生

が出向いて診療するという方法、これも一

つ、開業医の皆さんに協力してもらえるの

ではないかという話が出たこともありま

す。 

そうすれば、例えば、国保病院という場

所を借りて、ドクターが国保病院に行く、

そして、看護師さんや医療スタッフ等々

は、国保病院の方で対応すればという夢物

語とは言いませんけれども、そのようなこ

とも可能性としていくとどうなのでしょう

か、事務長。 

○議長（戸澤義典君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 今の御質問

でございますが、体制としては不可能では

ないと押さえておりますが、そこには診療

報酬の問題ですとか、そのようなものが絡

んできます。 

あと、救急車を受入れているということ

もあって、比較的重症な患者さん、もしく

はもう息が止まりそうな患者さんも含め

て、全てを国保病院で受入れているという

状況にあります。 

その体制の中で一般の診療所の先生がい

けるのかどうか含めて、様々な検討が必要

になるかと考えているところでございま

す。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） 素人の考えと言っ

てしまえばそれまでですが、我々もいろい

ろな可能性を探るという中で、地域医療の

話のときは、中核病院は国保病院だから、

まずは国保病院にしっかりとシフトして考

え、人とお金を投入してしっかり守ってい

くのだという話は必ず言われるわけです。 

そのときに、国保病院としても何かあっ

たときにはいろいろ補完する仕組みといい

ますか、そのようなものを考えておかなけ

ればという話の中で出たものであります。 

確かに、プラスの話、マイナスの話、い

ろいろあると思いますが、これも一つの考

えの中に、我々が言えるのはここまでかも

しれませんけれども、今後いろいろな体制

づくりの中には、そのようなものも含まれ

ていくのかなという気がいたします。 

ある意味、静かなる有事というのでしょ

うか、物事は大きくドラスティックに変わ

っているわけではないのですが、人口減少

がまさしくその一つであります。 

また、開業医の減少というものもいろい

ろな移住定住策だとか、子育て支援だと

か、いろいろなことに波及する問題という
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のは、我々理解するところでありますの

で、やはりこの体制づくりというものは、

早急に立ち上げていただきたいなと思いま

す。 

最後に町長、体制づくり、めどとしてど

のぐらいで今後考えていらっしゃるのか、

お尋ねいたします。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、具体的な案件

というか、そのような相談を受けている方

はいません。 

ただ、制度的には、今年度中につくりた

いと思っております。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） それでは、どのよ

うな案が出てきますか、そのときにまたお

話しさせてもらえればと思います。 

次に、介護福祉施策についてであります

が、今回の質問に至った経緯といいます

か、本当に美幌町はいろいろな面で優しい

施策を打っているなと、いつも思っていま

す。 

特に今、在宅で乳幼児、高齢者の皆さん

のおむつの無料収集、これは利用されてい

る方にとっては本当に好評といいますか、

ありがたい施策だということでいただいて

おります。 

やはり、排泄というのは日常、毎日のこ

とでありますし、特に今、有料化でごみも

いろいろ分別が大変なときでありますの

で、この問題については、町民の皆さんも

大変感謝していると私も聞いております。 

その中で、今回は事業所についての話

で、制度的には中尾課長からも説明を受け

た経緯はありますけれども、このようなお

むつ関係の配付、または、ごみ収集に関し

て、決まりは決まりとして理解いたしま

す。 

特に今、今回の物価高騰も含めて、かな

り社会環境が大きく変わってきて、今まで

どおりではないということをまず前提に考

えたときに、何かもう少し優しくできる施

策はないのかということを、いろいろ私も

考えて今回の質問に至った経緯はあるので

す。 

あまりスポット的に細かく質問してしま

うと、これ以上話が広がらないので自分で

もどうしたものかなと思いつつも、この部

分についてはしっかりと考えをお尋ねした

いということで、今回、質問した経緯がご

ざいます。 

改めて物価高騰等々含めて、事業者のい

ろいろな努力が、燃料やらいろいろな物価

高騰等で簡単に吹き飛んでしまうと。 

やってもやっても苦しい状況から抜け出

せないのだと、さらに介護職員の不足も追

い打ちをかけて大変困っていると。 

だから、介護職員のサービスといいます

か、環境改善。一番は、何といっても入居

されている、または利用されている皆さん

へのサービスが低下することがないよう

に、本当に事業者も努力していると。その

ような話を聞くにつけ、せめて毎日のこと

でありますおむつ管理に関しては、何かい

い施策をプラスすることが一切できないの

か、改めてお尋ねいたします。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

このおむつの介護用品の給付事業の部分

でございますが、当初は６種類の介護用品

から１種類を給付という形で、月平均約３

０名の利用者がございました。 

今の拡充の話でございますが、実は、令

和３年８月に利用者全員に対し、今の状況

について満足しているだろうかということ

も含めてアンケートを実施しました。 

そのところ、種類も含めて数も足りない

というアンケートの結果が得られたもので

すから、令和４年に６種類から１３種類に

拡充しまして、さらに、お一人月２種類ま

で選べますよということで、拡充して実施

している事業でございます。 
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拡充後に確認したところ、やはり３０人

全員が２種類を選択しているということ

で、アンケートの結果が十分反映されたの

かなと思っております。 

当然、今後も随時アンケートを実施しな

がら必要な事業を考えておりますが、介護

保険法という部分で、特養だとか老健、あ

とショートとかに入った場合については、

対象外ということで休止、廃止という形に

なるのですが、特養の待機者は、御承知の

とおりまだ美幌町内に大勢いる状況にござ

います。 

当然、この事業は引き続き必要性がある

と担当としては捉えております。先ほどお

っしゃられたとおり、コロナ禍に加えて、

燃料や物価が高騰している、急激に上昇し

ている状況にある中で、介護者本人、あと

介護を行っている家族の負担というか、費

用の部分が増えている状況というのはもう

間違いないと思っております。 

今年度、来年度から３年間の次期計画で

あります第９期高齢者保健福祉計画、介護

保険計画、こちらの策定年度でございま

す。 

国が年末に向けて、コロナの部分も十分

加味した上で、給付等の検討をしている最

中でございますが、美幌町としては高齢介

護の保健福祉計画の中で、この在宅サービ

スの効果的な方法を十分委員会、協議会の

中で検討してまいりたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） 今後、話し合われ

る予定の介護保険サービスの話であります

が、やはり、きちんと現場の声をより吸い

上げていただいて、皆さんからどのような

ことを求められているのか。 

前回の一般質問でも介護の話はさせてい

ただいた経緯はありますけれども、現場が

どのようなものを望んでいるのか。 

本当にそれぞれ十人十色の状態ではある

と思うのですが、その辺をきちんと丁寧に

積み上げることで、読み解くことで、きっ

とまたその先にもっともっと声なき声が聞

こえてくるのではないか。 

そのような姿勢で、今後の介護施策を期

待しているところであります。 

そして、ごみ収集の話であります。 

今回、おむつだけに特化する話をしてお

りますけれども、今、いろいろな物価高騰

云々の話の中で、いつになったら今の話

が、物価高騰とかが収まるのかというの

は、もちろん誰も分かる話ではありませ

ん。 

ですが、例えば、時限立法的にこれから

３年間は面倒を見ますよと、いろいろ社会

状況が変わればそこまでだよとか、いろい

ろな考え方があると思うのです。 

単に事業所だからと一発で切り捨てると

いうことではなくて、もう少し幅を持たせ

るといいますか、猶予を持った対策が講じ

られないものなのか、お尋ねいたします。 

○議長（戸澤義典君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 御答弁い

たします。 

今回の紙おむつの無料回収、そして無償

処分についての御質問ですけれども、今現

在、美幌町では、答弁にもありましたよう

に、家庭系として在宅から出る紙おむつだ

けではなく、尿取りパッドですとか、お尻

ふき、ストマ用の装具、あと介護用の清拭

綿も含めて、御家庭から出る分については

無料で回収させていただいているところで

ございます。 

この制度につきましては、管内では北見

市と興部町です。調べたところによると、

それ以外は実際まだ在宅から出るものにつ

いては無償化されてないところでありま

す。 

美幌町としては先行でやっていると自負

しているところでございます。 

事業所の分につきまして、やはり介護保

険法の関係もございますので、私どもはあ
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くまでそこで線引きをさせていただいて、

在宅介護の軽減負担という形で減らしてい

ただきたいと考えているところでございま

す。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） 制度というか法

律、それはもちろん自治体ですから、きち

んと遵守しなければ、何か隙間を縫ってや

ってくれということまでは。 

本当は言いたいですよ、言いたいのです

が、でもそこはまた知恵を絞って、何かこ

のようなことが可能性としてはあるのだ、

ここをこうしてくれたらやる可能性もゼロ

ではないのだみたいな。 

今後、知恵を働かせて、もう少し優しい

施策といいますか、別に法を犯せというこ

とはもちろん言う話では１ミリもありませ

んけれども、そのように縦でばっさり切ら

れるとなかなかつらいものがあります。 

くどいですけれど、期間限定でもいいの

で、このように我々は応援しているのでな

んとか踏ん張って、事業者の皆さん、利用

者の皆さん頑張ってくれという、町からも

よりエールを送れるような施策を何か見つ

けることはできないものでしょうか、部

長。 

○議長（戸澤義典君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、まずごみの関

係だけで申しますと、今、課長から答弁し

たことになりますが、要は、期間限定でも

無償にするとか、その方法もどうかという

お話かと思います。 

無償にして回収するということは、その

回収にかかる費用は結局、町で負担という

か、一般財源で負担することになりますの

で、その一般財源というのは結果的に町民

が負担するということになります。 

結果が収益事業で行ったものを、そのご

みの処理を一般町民の負担で処理すること

になるということがありますので、そのよ

うなことで事業系のごみは一般ごみと区分

して処理しているということでございま

す。 

なかなかごみの関係は難しいのかなと思

いますが、ただ、今、議員おっしゃられた

とおり、もう少し何かいい案をということ

でございますので、それについては今後検

討させていただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ７番稲垣淳一さ

ん。 

○７番（稲垣淳一君） 介護ですとか、医

療というのは、本当にある意味、際限がな

いサービスの要求ですよね。 

人間の欲求、要求には際限がないという

のはよく分かりますが、やはり、これだけ

今、高齢化の中で、高齢化が当たり前の社

会になっていると、高齢化の先駆的な手法

を何か取り込んで、展開できるというまち

づくりといいますか、行政を強く期待し

て、私の質問を終わります。 

以上です。 

○議長（戸澤義典君） これで、７番稲垣

淳一さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１４時１０分とします。 

午後１時５８分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後２時１０分 再開 

○議長（戸澤義典君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） 〔登壇〕 今回

は、大きく１点。美幌町における財政運営

計画について、質問したいと思います。 

主な取組の内容についてということで、

美幌町におきましては、将来にわたって持

続可能な行財政基盤を確保するため、美幌

町財政運営計画（平成１７年度から２４年

度）及び第２次美幌町財政運営計画（平成

２５年度から令和４年度）に基づき運営を
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行ってきており、さらに、本年３月には、

町民の様々なニーズに的確に対応し、継続

的かつ安定的な町民サービスを提供すると

ともに、将来への持続可能な行財政基盤を

確立していくため、第３次美幌町財政運営

計画を策定しております。 

この第３次美幌町財政運営計画の１１ペ

ージ「１ 計画の指標」中、地方債残高に

おいては、令和４年度見込み１０８．１億

円に対し、令和１４年度が１１２．２億円

で４.１億円の増、また、基金残高において

は、令和４年度見込み５６．１億円に対

し、令和１４年度は３６億円で２０．１億

円の減を見込んでおります。 

今後、少子化による小学校、中学校の統

廃合や遊休施設の解体除却工事、老朽化が

進む浄水場・終末処理場等の投資的経費が

かさむことも予想されています。 

さらに、町長の公約である核となる施設

の整備も実行されることになると、ますま

す地方債残高は増え、基金残高は減ること

が予想され、第３次美幌町財政運営計画の

表題である「未来を担う次世代へ繋ぐ持続

可能な行財政基盤の確立を目指して」の内

容と整合性がとれないのではないかと考え

ますが、将来の地方債、基金の見通しにつ

いて、町長の考えをお聞かせ願います。 

また、第３次美幌町財政運営計画の中で

示されている次の項目について、前計画に

おける計画・執行に対し、今計画とどのよ

うに違うのか、お聞かせ願います。 

さらに、効果と実効性に関する町長の考

えをお聞かせ願います。 

一つ目、１３ページ「人件費総額の抑

制」中「職員全体の年齢バランスを踏まえ

ながら、適正な新陳代謝の促進と計画的な

人事管理を通じて組織の活力を維持し、公

務能率の維持増進を図ります」の具体的な

内容、かつその効果と実効性について。 

二つ目、１４ページ「投資的経費の厳

選」中「図書館建設事業（令和７年から１

０年度：約１６．７億円）」において、前

計画における建設事業費と大きく乖離して

いる理由について。また、具体的な整備内

容、かつその効果と実効性について。三つ

目、１５ページ「特別会計、企業会計の見

直し」の中の「公共下水道事業会計、個別

排水処理事業会計」中「終末処理場におい

ては施設の更新に合わせてダウンサイジン

グを検討します」のダウンサイジングの具

体的な内容、かつその効果と実効性につい

て。四つ目、１５ページ「特別会計、企業

会計の見直し」の中の「水道事業会計、病

院事業会計」中「医療情報の連携を推進す

るためのデジタル化への対応、医療の質の

向上や機能充実による収益の確保、経費抑

制対策を継続推進し、経営基盤の確立を図

ります」の具体的な内容、かつその効果の

実効性について。五つ目、１８ページ「予

算編成手法の見直し」中「全庁的な視点で

の事業の選択と集中を図るため、スクラッ

プ＆ビルドの意識を徹底することを基本と

しつつ、従来の予算編成手法に捉われず、

部局毎の主体的な判断による枠配分方式の

導入など、限られた財源の中で効率的・効

果的な予算編成のあり方を検討していきま

す」の具体的な内容、かつ、その効果と実

行について。それぞれしっかり質問のとお

り回答願いたく、質問します。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 松浦議

員の御質問に答弁いたします。 

美幌町における財政運営計画についてで

すが、第３次美幌町財政運営計画につきま

しては、将来にわたって持続可能な行財政

基盤の確立を目指すため、令和５年度から

令和１４年度までを計画期間とし策定した

ものであり、本年１月に開催された議会全

員協議会において、その概要について御説

明させていただいたところであります。 

本計画は、計画策定の時点で実施を予定

している事業を中心に、計画期間中の財政

見通しを立てたものでありますが、御指摘

のとおり、計画に登載していない事業につ
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いても今後想定されるところでありますの

で、事業の優先度や重要度を的確に判断

し、議会にも御相談の上、適宜計画の見直

しを行っていきたいと考えております。 

また、将来の地方債、基金の見通しにつ

いて、地方債につきましては、借入れの際

に交付税措置の高い地方債を有効活用し、

将来に過度な負担を残さないよう努めるこ

ととし、基金につきましては、計画最終年

度における基金残高を財政調整基金で１３

億円、全体で３６億円と見込んでおります

ので、現運営計画に登載していない事業に

ついても、一定程度の取組が可能な水準で

推移すると見込んでいるところでありま

す。 

次に、現運営計画の中で示している項目

の具体的な内容等についてでありますが、

御質問の１点目の人件費総額の抑制につき

ましては、将来にわたって安定的かつ継続

的な行政運営を行っていくため、業務見直

しによる適正な人員配置、定年延長制度を

活用した組織力の向上などを通じて、公務

能力の維持増進を図ろうとするものであり

ます。 

２点目の図書館建設事業の前計画におけ

る建設事業費との乖離についてであります

が、一つ目に、前計画の策定時において消

費税率が８％での試算であったこと、二つ

目に、昨今の物価高騰の影響により建設費

等が上昇したことなどが大きな要因となっ

ております。 

具体的な整備内容等につきましては、建

設場所・複合化の課題等について精査を要

することから、現時点でお示しできる段階

ではありませんので、御理解をお願いいた

します。 

３点目の下水終末処理場におけるダウン

サイジングにつきましては、減少している

計画処理人口に合わせて、過大に更新する

ことがないよう機器の規模、能力、処理方

法等について見直しを行うものであり、イ

ニシャルコスト並びに将来にわたってのラ

ンニングコストの抑制を図ろうとするもの

であります。 

４点目につきましては、医療情報の連携

を推進するためのデジタル化への対応とし

て、マイナンバーカードの保険証利用によ

る資格確認及び電子処方箋の導入により国

の推進施策に適宜対応していくとともに、

ＤＰＣ（入院費の包括支払制度）による診

療内容の標準化及び診療体制の整備による

診療報酬加算措置の取得を進めながら、医

療の質の向上や機能充実による収益確保等

を図ろうとするものであります。 

５点目の予算編成手法の見直しについて

は、これまで各部局により予算要求を受

け、財政所管部局で１件ずつ内容を確認し

ていく１件査定方式により予算編成を行っ

てきたところでありますが、優先すべき事

業への予算配分を各部局において主体的に

判断できるよう、一定の予算枠を配分する

枠配分方式の導入などにより、限られた財

源の有効活用と効率的・効果的な予算編成

の在り方について検討するものであります

ので、御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 春に、３回目と

なる財政運営計画の概要説明を受けました

けれど、全体的にぐるりと見て、なおか

つ、令和４年度決算、令和５年度予算も含

めて、本計画がどのように美幌町の財政に

影響あるのかなというところを若干紐解こ

うと思って、実は何か月かにわたりずっと

確認をしていました。 

その中で一つ目、どうしても数字で気に

なったことがありまして、質問のとおり

「未来を担う次世代へ繋ぐ持続可能な行財

政基盤の確立を目指して」という言葉が非

常に気になったのです。 

基金が減って、借入金が増えて、そし
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て、令和４年の歳出の公債費支払いが約９

億円、これが１０年後には１５億円になる

と。１.５倍になるのです。 

ということは、全ての財政の中で、今や

っている事業のうち７億円、何か削ること

になるのですね。 

当然、交付税措置が充当される分で歳入

は増えてくるから、その分の影響は半分か

なと思いますけれど、現時点の事務事業を

含めて何を切るのかなということが気にな

ったのです。 

なんせ、借金より年度に払う公債費が１.

５倍というのはちょっと大きいなと。１５

年後にお金が成り立たなくなるのかなと、

あれ止めます、これ止めます、これできま

せんと。 

なおかつ、一番最後にありますけれど、

各部局の予算配分を考えますと、お金がな

い中で何を考えるのかなということがすご

く気になったものですから、それぞれ細か

く質問して、確認をとったほうがいいかな

と思いました。 

一つ目の大きなところで気になることが

ありまして、たまたま私の質問の内容に、

今後、小学校、中学校の問題だとか、今、

残っている古い建物の解体除却も相当、億

単位でかかるかなと。 

また、行く行く、社会インフラの中で一

番重要な終末処理、これについても数年

後、十数年後には間違いなく大きな建て替

えが必要となるのかなと。 

なおかつ、町長の公約の一部にある、ま

ちなかに核なる施設を建てたいと。これ

は、私もどんどんやるべきと思っていまし

た。 

さらに、図書館についても今、補助事業

の見直し、適正化も含めてどうするのかと

いうことになっても、今回の計画に記載さ

れていない事業として、どこまでこの運営

上に反映されているか分からないものです

から。 

ただ、反映されていないと仮定したら、

今以上に基金が減って、起債が増えて、償

還が増えると。今でも１０年後、１５年後

が大変なのに、これらのものがどんどん増

えてくると。 

昨日、峠の湯の関係も一部の改修もあり

得るのかなと。当然、今後の運用につい

て、宿泊施設と温泉の湯舟をどこに持って

いくだとか、どんどんやってほしいなとい

う気持ちはあります。 

しかし、このままでいったら何をもって

優先順位を決めるのか、何を優先するのか

がちょっと分からなくなったものですか

ら、町長に社会インフラ、要するに、基本

的なインフラ整備が優先なのか、投資型、

産業系なのか、ここに書いていない福祉系

なのか、その財政の行き先がどこに向かう

のか、どれを優先するのか。 

今現在、私は予算規模が大きくなれば大

きくなった中で財政計画をつくるべきとの

考えですけれど、今のこのパターンだと余

りにも膨大過ぎますので、その中で町長の

意図している優先すべき課題、そして、具

体案がどこにあるのか、お聞かせ願いま

す。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） まずは、今回の財

政計画の中で、このような試算をして一つ

の将来に向けての見通しを立てた中で、ど

のようなことがあるかと示したところであ

ります。 

実際に、今後やろうとするものについて

は、ある程度見通しが立てられるものは仮

に置き換えて載せて、当初載せているもの

については、基本的にそれをやらざるを得

ないという部分で載せているわけでありま

す。 

それから今、松浦議員がおっしゃったよ

うに、このようなことがたくさん出てくる

ではないかという部分、新たに加えるもの

については、今後、全体の流れとしてのも

の。 

ですから、先ほど言ったように分類ごと
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にどれを優先するかということでなくて、

全体の中でその必要性も含めて考えざるを

得ないのではないかなと思っております。 

今の時点で、今後はこれとこれをやるか

らそこにという話ではなくて、その部分が

出てきた段階でベースとなる部分を置き換

えて、最終的にどのようになっていくかと

いうことを判断する必要があるのかなと思

っております。 

あくまでも計画としての積み上げという

ことを、しっかりそのペースでというか、

絶対その枠でなければいけない、はめてい

かなければいけないということでの計画と

いう思いは、あまり強く思っておりません

ので、それは御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） たまたまという

のも変ですが、この指数でいくとお金がカ

ツカツかなと思って、いろいろな計画を積

み上げするときに何を削るのかがちょっと

見えないということがありました。 

それで、この計画の中で毎年、今後の投

資型のものの説明が入っているのです。 

特に、美幌町のごみ処理施設、これが

近々の課題であると、これについては急ぐ

べき課題になっていますよね。広域の処理

施設については、複数の市町村との合同

で、補助金も充当されて楽かなと。 

今度、公営住宅。これについては、前に

も言いましたが、急ぐものは急ぐけれど、

そうでないものはある程度計画をどうする

か考えたほうがいいのかなと。 

そして、またここに出てくるスポーツセ

ンターの改修、これも急ぐことになるとい

うこと、図書館については、前から話して

いる老朽化による建て替えが必要ですよ

と。 

また、公共施設のＬＥＤ化についても出

てきている課題ですと。 

毎年どんどん課題が増えてきて、今回、

町長の公約である核となる施設、逆に言え

ば、これは２０年前から美幌町で何かを取

り組もうということがやっと実現できる可

能性になってきているので、優先順位を当

然上げるべきだと僕は思っています。 

それにしても、財政が窮屈になるなと。

ある程度、今ある基金でこれだけは崩しま

すよだとか、これだけの起債は組んでしま

うだとかということが、この計画の中にも

う少し具体的にあっていいのかなと思った

のですよ。 

というのは、少子化の問題でいろいろな

課題がありますけれど、美幌町の人口統計

は、もう１５年前の統計からほとんど合っ

ているのです。 

ところが、２年ぐらい前からこの統計よ

りも美幌町の人口はもっと減っている、一

回り減っているのです。 

ということは、統計が狂ってきている。

日本の統計が合っていたのに、美幌町の統

計が加速されてしまったのですよ。 

そうなると、１０年後には美幌町の生産

人口が１,０００人以上は減ると思うので

す。 

であれば、当然、税収も減るものですか

ら、ここの財政運営計画にある２０１４年

の歳入がほとんど変わっていないのです

よ。 

ということは、相当な交付税措置の借金

をして、歳入が増える計画にしかならない

ので、思った以上に財政がきつくなるのか

なと。 

それであれば、今後、町長が一生懸命考

える建物だとかいろいろなもの、人口が今

は２万人を切って１万８,０００人、１万

７,０００人台ですよと。 

でも、１０年後にはもう１万５,０００人

を見越した統計の建物の大きさだとか、利

用頻度を考えなければ、結果的には、将来

につなぐというのが借金をつなぐ計画にし

かならなくなってしまうのですよね。 

ですから、その辺で今なら１００人が必
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要な建物だけれど、５年後なら９０人の建

物を建てればいいし、今１００人だから５

年後も１００人だよとはならないと思うの

です。そうすると、全ての建物についても

同じく考えるべきかなと。 

当然、下水道も水道もコンパクトシティ

ーを図らなければ、維持費も工事費も増え

ますから、そのように考えていくと、この

財政計画の中でもう少し具体的に将来構想

を明確にうたえなかったのかなというのが

僕の疑問なのです。 

それで、再度、町長に聞きますけれど、

コロナの関係で相当、産業界も商業界もし

ぼんでいるのです。そうすると、どこかで

経済対策をしますとなれば、お金が要るで

はないですか。 

僕も町長も一生懸命頑張ろうと言ってい

る観光についてもお金がかかりますよね。 

ですから、そのときにどの財源をどのよ

うに削減して充当するのか、その辺の削減

できる余地があるのかどうか、お尋ねしま

す。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、計画に載せ

ているものというのは、今おっしゃったよ

うにやらなければいけないものという認識

は持っております。認識しなければいけな

いというのが、正解であります。 

その中で、財源をどのようにしていくか

ということ、これから、私の役割として

は、総額が決まったというか一つの事業に

おいて、どれだけ他の財源を持ってこれる

かというか、補助制度にいけるかというこ

とをしっかり考えていかなければいけない

のかなと思っています。 

例えば、ごみの処分等を考えた場合に、

一つは防衛省とかそのような補助がもらえ

るかもらえないかによって全然変わるとい

うか、これはきちんともらうような話を詰

めていくとか。 

それで、なるべく特定財源を充当できる

ような、要は、借金をしない部分でどうす

るかという話とか。 

これから財政の中でどう考えていくとい

う部分に関しては、借入れの分については

有利ということ、これも枠がある中で美幌

としてどれだけとっていけるかによって大

分変わっていくというか、その作業をしな

ければならないのかなと思っています。 

ですから、今回載せさせていただいた部

分については、公営住宅もそうですけれ

ど、これも松浦議員が前からおっしゃって

いたように、何でも全部やればいいという

話ではない。今、何を優先して、１０年な

ら１０年のスパンの中でどうするかという

ことをきちんと明確にすべきという話でい

けば、今回も将来に向けての考えは説明し

ていますけれど、この間にここだけはやり

たいということをしっかり考えたいと思っ

ています。 

今回の計画、もう少し精度を高めるよう

な御意見もありましたけれど、今の財政の

組み方、一つの計画のつくり方としては、

今つくっているような内容の整理の仕方し

か実際には難しいというか。 

まず、計画があった中において、毎年そ

れがどのように変わっていくかということ

をきちんと精査する必要もあるし、その中

で修正する必要もあるし。 

逆に、その１年１年、しっかり財政運営

をやっていて、少しでも一般財源とか無駄

なお金を使わないような形で財政計画の修

正版というか、当初立てた部分が少しでも

好転するというよりも、余力ができるよう

なことを先輩方は今までやってこられたの

かなと私は思っています。 

今、このような計画をつくりましたけれ

ど、その中での計画の実効性を、町の持ち

出しというか、余力ができるような財政運

営をしっかりやる必要があるのかなと私は

思っております。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） たしか３年前か
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４年前の一般質問で、社会資本整備の投資

をすれば、農業であれば２０年の借入で道

路を直せますよ、過疎債であれば１０年の

償還できついですよと。そのバランスを見

た場合、今たまたま出てくる案件の起債が

相当短いなと。 

そうすると、借金の比率より年間の公債

費支払いががばっと増えたときに、あれも

これもストップというのはきついかなと。 

ですから、どこかの計画でねじをきちん

と締めないと、漏れた場合に数年間、極端

に言ったら十数年前に１回、財政計画で基

金が足りなくなるということで、平成十

七、八年頃、相当厳しい時期を迎えたと思

うのです。 

たしか、平成１７年から２０年ぐらいだ

と思うのですけれど、そのときは抑えて抑

えて四、五年である程度元に戻ったという

記憶があるのですよ。それはたまたま、ま

だ人口がいたからできたかなと思うので

す。 

これが１０年後となると、本当に生産人

口の中に、今、認定農家さんは約三百数

件、仮にこれが２００件であれば、当然、

税金は上がりはしないけれど、運営効率の

関係で税金総額は多分２割から３割落ちる

と思うのです。 

ただし、農業の販売額は変わらなくても

収益、町に入るお金は減るのですよ。 

これが産業界も今、２００社あるのが仮

に５０社でも減ってしまえば、当然、法人

税だとか全て落ちます。 

１０年後までに借金するものとしないも

のと、借金があるものについては、町長の

２期目の間、来年か再来年ぐらいに、どこ

かですっきりした形をとっておいたほう

が、今後のために安全かなと思った質問だ

ったのですよ。 

先ほど言ったのですけれど、やってほし

いな、こうしてほしいという思いというの

は、一般町民も我々議会も持っているので

す。 

でも、町長もその旨きちんと選挙の公約

のときにうたっていたものですから、この

財政の数字を見ると、いやいやこれは金が

足りないぞと、基金がなくなってしまうな

と。 

前は一回、違う質問で、それこそ弟子屈

町のふるさと納税が海産物だけですごい金

額ですよね。美幌町もそれらの対策を早く

打たなければもったいないと。 

ですから、どこかでお金を稼ぐこともし

なければいけないのかなと。 

今回のこの財政計画の中には、ふるさと

納税を頑張りますとは書いてあるけれど、

具体的に何億円伸ばすというのは書いてい

ない。 

これについても、本来は収入になるので

あれば、しっかり早めに見直しをかけたほ

うがいいのかなと思うのですよ。 

先ほども町長に言いましたけれど、今、

出ている計画の中で今後、来年、出来上が

る介護政策の中でも介護の施設を増やすの

であれば、また美幌町民の介護保険料も増

えるし、当然、美幌町の持ち出しも増える

のです。 

介護福祉関係の施設の話ではないですけ

れど、これは１棟２棟増えるものだという

認識は当然、町長はおありですよね。 

総合福祉施設を図ると一回言っていまし

たよね。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 介護施設の言った

意味をちょっと自分としては思い出せない

のですけれども、介護制度の中で利用者の

人たちの直接負担に変わる部分があって、

実際にそれは介護保険制度の中で必要とす

るもの。 

ですから、今回、前期の公約の小規模多

機能についてはもう前から、松浦議員もそ

れは必要だよねという話の中で、当然、皆

さんも出来ることを望んでいたので、その

意味ではきちんとつくるべきだという話で

す。 
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今回、民間にやっていただいたことで、

町が直接というよりもある意味ではその支

援をすることで一つの整理ができる。 

今後、今の計画の中で何が必要かという

ことを見たときに、町が全てではなくて、

できるだけ民間の力を借りた中で、あとは

町がどこまで支援するかということが出て

くると思っております。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今のことについ

ては、今度出来るホテルも、２年前には福

祉施設をつくりたいと表明したまま止まっ

ていると思うのですけれど、つくるとなっ

ても介護制度の中に充当される建物かどう

か、確認をとらなければいけないのかな

と。その場合、また町のお金も一部かかる

のかなということでの質問なのです。 

それでは、今後、いろいろなバリエーシ

ョンの中でいろいろな課題が出てくると思

いますけれど、そこは置いておいて、別件

で挙げた５項目について、一つ一つ確認を

とりたいと思います。 

まず１項目め、人件費、要するに、財政

計画の１３ページにある人件費総額の抑制

という部分です。 

回答の中にないのが、新陳代謝の促進を

したい、計画的な人事管理をしたいという

言葉はあるのですけれど、新陳代謝とは何

を意味するのか、まずお答えください。 

○議長（戸澤義典君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 適正な新陳代

謝の促進という、こちらの表現ですけれど

も、御承知のとおり、定年延長制度は今年

度から導入されておりまして、役職定年制

が始まるということになってございます。 

当然、６０歳から令和１３年度につきま

しては６５歳になるということで、定年が

引上げられるわけですけれども、役職定年

で６０歳になって管理職は主査職に発令さ

れます。ですので、そのような意味で知識

と経験を持つ高齢期の職員をある程度行政

課題の解決に配置して、同時に若手職員の

育成に取り組むということで、組織の新陳

代謝を図っていきたいと、組織の活力を維

持するような体制を整えていきたいという

ことで、記載をしているところでありま

す。 

また、退職に伴う補充について、定年延

長によって２年に１歳ずつ段階的に定年が

引上げになりますので、単年度で見ると、

毎年退職者が発生しないということになり

ます。 

つきましては、新規採用については単年

度で考えることなく、中期あるいは長期的

な計画のもとに適正な人事管理を努めてい

く必要があると考えてございますので、財

政運営計画にこのような表現を記載させて

いただいたところであります。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 新陳代謝と言え

ば、人間というのは皮がむけて新しいもの

が出来ると。 

多分、今回の人事異動でいけば新陳代謝

がないかなと。部長は部長のまま、課長は

課長のまま、２年間新陳代謝がないと。 

当然、退職の人で残ってくれる方がいて

も、美幌町には消防、病院も入れて正規職

員が３００人近くいて、会計年度任用職員

も約３００人となれば、会計年度任用職員

から正規化を目指すだとか、そのようなこ

とも新陳代謝かなと思うのですけれど、そ

の辺はどのようにお考えですか。 

○議長（戸澤義典君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 先ほどの私の

説明がちょっと悪いのかなと思いますけれ

ど、６０歳を超えて管理職、例えば、私が

６０歳になれば次の年は主査職になります

ので、当然、部長職のポストが空くという

ことで、新しい人が部長につくと。 

課長から部長になれば課長ポストが空き

ますので、主査が課長になると。 

そのような意味での新陳代謝は一定程度
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図られるのではないかという受け止めがあ

ります。ちょっと厳しいですかね。 

私も数年先にはその年齢になりますの

で、組織全体で見れば活力の維持につなが

るのではないかと考えているところであり

ます。 

また、会計年度任用職員を正職員という

のは確かに、例えば、専門職を配置してい

る部門ですとか、同じ労働に対して身分が

違うというのは、なかなか問題になってい

る部分もありますので、そのようなところ

は組織としては適宜見直しが必要だろうと

思っております。 

ただ、一概に全ての会計年度任用職員を

正職員に配置替えするという、そこはやは

り慎重に考えなければいけないのかなと思

います。 

いずれにしてもその職種、仕事、分野に

おいて、どのような身分の方にお勤めいた

だくことが組織としてベストなのか、しっ

かりと検討の上で対応してまいりたいと考

えております。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 人事構成という

のはなかなか難しいと思うのです。 

ただ、今５０代の職員が６５歳まで、６

０歳から任用で残れますよと。でも、任用

で今働いている人は正規化になりませんよ

と。段階層が同じことになるのですよ。 

片方は正職が任用で残りますよ、形上５

年間延びますよと。任用職員も今いるのだ

けれど、正規職員になったって職場の体系

上、何ら大きい問題はないのかなと。 

だから、今、部長が言った専門職だと

か、上げるべき職員については上げること

が新陳代謝かなと思ったものですから、そ

こに新陳代謝の促進とあるので、そのよう

なことが入っているのかなと思って質問し

たのですよ。 

これについては、正規雇用という壁とそ

うでない壁というのがあるからこの言葉で

すけれど、４年前、誰かの質問で町長も発

言しましたが、パートなり、当時の臨職の

ニーズが３００名近くいると、人数の多さ

にびっくりしたと。 

僕もびっくりしたのですけれど、これら

の解決が今回の人事のやり方によって幾分

か解消されるものかなということを期待し

たものですから、これについて町長、何か

御意見ありませんか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 基本的には、もと

もと正職員とか臨時職員という言い方が会

計年度任用になったという。できるできな

いは別にして、私はその体制について若い

ときから非常に疑問を持っていました。 

ある意味では、雇用の仕方というのはそ

の人の将来にも関わる部分があるので、し

っかり体制を整えるべきと思いつつ、でも

現実にそれがどのような形に出来ているか

という話を考えた場合には、確かに矛盾は

あるのかなと思っています。 

私が一つ言わせていただくとすれば、今

の構成であろうが、組織としての活力がそ

の能力も含めてどのようにすると出てくる

か、私としてはしっかり対応するという

か、引き出す努力をしていく必要があるの

かなと思っています。 

今いらっしゃる方の中で数がどうこうと

いうよりも、いる以上、組織としての活力

を前へ前へ向かせるということが、私の役

割かなと思っております。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今の人事構成に

ついては、町長がしっかりと改革すること

を期待しております。 

次に行きます。 

二つ目は、図書館の建設費についてで

す。 

前回の計画より数億円増えたうちの半分

について、消費税が８％から１０％になっ

たという回答なのですけれど、僕も含め何
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人かの議員も図書館についてはどこに建つ

のですか、どのようなものですかと。 

たまたま、今回の金額を見て思ったので

すけれど、美幌町の町民会館が約１３億

円、今回１６億円となると、複合の建物を

建てるから１６億円というイメージと、図

書館という器の中で多機能、いろいろな機

能を持った１６億円なのか、今の図書館の

３倍あっても、積算金額として１６億円に

はならないかなと思うのです。 

そうすると、もともと図書館は今の図書

館の形ではなくて、いろいろな複合スペー

スを入れたものを考えているからこの金額

なのだと。 

ですから、単純に図書館という蔵書だと

か、いろいろなものを置いておくスペース

以外のものを入れているので、どうしても

金額が跳ね上がる計算式だったということ

なのか、お聞きします。 

○議長（戸澤義典君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

現在の図書館の面積が約１,３６０平方メ

ートルです。実は、この２階部分が吹き抜

けで３５０平米ほどありますので、理想と

しましてはこの吹き抜けも潰しまして、単

純に１,８００平米ぐらいなりますけれど

も、これは蔵書数も関係しますが、文科省

ですとか、日本図書館協会の人口規模に基

づいた適正な面積というのがございます。 

議員おっしゃるとおり、蔵書以外にも、

例えば、コミュニティースペースですと

か、飲食ができるスペースですとか、その

ような若干の複合化を持たせたものという

ことで、この金額になっているところでご

ざいます。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 前にも一度しゃ

べったことがあるのですが、昔は図書館で

勉強する子供たちが結構いまして、今でも

僕はそうあるべきだと。図書館で勉強する

ということが教育にも本当にプラスになる

ので、その分が入っているということで確

認しておきます。 

それでは、三つ目にいきます。 

下水道と個別排水処理の会計のところに

おいて出てきた、ダウンサイジングという

言葉がちょっと気になったのです。 

このダウンサイジングというのは、行政

的に言うと、適正な施設能力に対して施設

能力が大きいと判断される場合に、遊休施

設や設備などを統廃合または廃止すること

で、施設規模を縮小することであると。 

要するに、この言葉のとおりなのですけ

れど、たまたま回答がちょっと違ったもの

ですから。 

今の建物と終末の場合、処理施設を回答

のとおりのダウンサイジングでいくと利用

する者を減らすとなりますが、本当にその

ようなことで機能が成り立つのかどうか、

ちょっと確認したいのです。 

○議長（戸澤義典君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（石山隆信君） 御答弁申

し上げます。 

現在検討している主な施設につきまして

は、汚泥処理施設の汚泥消化タンクでござ

います。 

これにつきましては、現在２系統で稼働

しているものであり、現在の汚泥量の適正

規模でいうと１系統で十分足りるというこ

とでございますので、今考えている更新に

つきましては、１系統を廃止しまして規模

を縮小したいと考えているものでございま

す。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今現在の機能の

中でもう既に可能だということは、その部

分を止めるとなると、ここに書いてあるラ

ンニングコスト等の抑制が図れると。 

現在が１００としたら、これはどのぐら

いの効果を見込んでいるのですか。 

○議長（戸澤義典君） 上下水道課長。 
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○上下水道課長（石山隆信君） 御答弁申

し上げます。 

今、汚泥消化槽タンクを１系統に廃止し

て、１系統を更新する予定ということでご

ざいますけれども、ランニングコストにつ

きましては、内容的には維持管理費、メン

テナンスだとかという部分と、あとは、今

まで稼働していた分に対する電気料の部分

が抑制されると考えております。 

金額的には、今何％というお話がありま

したけれども、実際にこれから実施設計等

を踏まえて内容を詰めていくことになりま

すので、大変申し訳ないのですが、数字的

には示すことができません。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） この施設、美幌

町の直営ではなくて外部にも相当委託して

いるものですから、そこで働く方の給料が

減るのか、人が減るのか。そうではなく

て、そこにかかる建物の単純的な経費が下

がるのか、これについての見通しというの

はどのぐらいになっていますか。 

○議長（戸澤義典君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（石山隆信君） 御答弁申

し上げます。 

今現在、委託している中で１系統を実際

に廃止したことによって、それに対する人

件費を削減するとか、そのようなことは内

容的に考えておりません。 

結局、処理場全体として維持管理する部

分の運転管理費、維持管理費用を計上して

いるものでございますので、その１系統が

廃止されたことによって大きく削減される

ということは、今のところ考えておりませ

ん。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 下水道も今年か

ら新しく企業会計になりましたので、資産

償却含めて資産効率ががらりと変わります

ので、その辺をきちんといつかの時点で改

めて確認をとります。 

それでは、四つ目です。 

今度は病院会計の中身で、医療の質の向

上という部分がすごく気になったのです

よ。 

回答の中でも同じく質の向上に努めると

書いてあります。当然に、僕は民間の医療

をやっている人間でないものですから、医

療の質の向上を高めるとなれば、検査機器

が最新型になるだとか、検査体制が変わっ

て先生が相当いい治療を行えるだとかにな

るのかなと思うのですが、その辺について

の言葉なのかどうなのかだけ、まずは確認

をとりたいです。 

○議長（戸澤義典君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 御質問のあ

りました医療の質の向上でございます。 

今回の御質問は、一応、病院事業会計と

しての収益向上を目指すという部分での回

答にさせていただいております。医療の質

の向上、すなわち、体制を整備することに

よってその機能が評価されて、収益が上が

っていくという診療報酬上の制度の仕組み

を表現したものでございます。 

ただ、医療の質の向上、これは常に医療

機関として図っていかなければいけないも

のでございますので、技術の向上はもちろ

んですけれども、その体制を整備すること

で、いわゆる診療報酬上の加算措置を受け

ていくということでの記載でございます。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） ここ数年間、町

の開業医さんも辞めたり減ったりしていま

して、ますます国保病院の重要性というの

は上がるのかなと思うのです。 

ですから、ここ近年、先生が入ったり抜

けたりというのもありますけれど、何せ僕

が２年前から言っている収益がコロナ禍の

ときも減っているものですから。 
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今年の計画も事業損失の計画であり、ど

んどんやるべきことがあるにもかかわら

ず、今の手持ちのお金が少ないと、目の前

のやりたいことができないならまずいの

で、この財政計画の中で、何年越しでこれ

を全て直せるぐらいの計画というのはある

のかどうか、再度質問します。 

○議長（戸澤義典君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 病院の収支

計画、これにつきましては非常にいろいろ

な要素がございまして、当然、患者の数で

すとか、そのようなものが大きく影響する

ということもあります。 

特に、ここ数年のコロナ感染症による影

響というのは非常に大きくて、それが今後

回復していくのかいかないのか、その辺の

見通しも今の段階ではなかなか見通せない

状況にございます。 

収支計画の中で見通せる中身としまして

は、やはり、体制を整備することによる診

療報酬の増ですとか、そのようなものをう

まく組合せながら、何とかプラマイゼロの

収支計画を立てていくということが今必要

なのだと考えております。 

それが何年後に達成できるかについて

は、いま一度状況を見ていく必要があるか

なと考えております。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 美幌町の歳入歳

出の中で繰出金、病院に対する繰出金も財

政計画の中でしっかり見ておかないといけ

ないのかなと。 

逆に言えば、病院の機能が十分になるた

めに、ある程度の持ち出しはもうやむを得

ないという計画をつくるのか、その時期も

来たのかなと思って、今回は質問しまし

た。 

ぜひ、病院の収益について努力してもら

いたいなと思いますので、よろしくお願い

します。 

それでは、続きまして、時間がなくなっ

てきましたので、大きく五つ目です。 

予算編成手法の見直しという文面の中

に、予算編成手法を変えるという言葉の意

味合いで捉えたのです。 

現在の１件査定方式から配分方式に変え

るという簡単な言葉で説明されていますけ

れど、具体的に何をもってこれがこうで変

わるのか、簡単な説明をお願いします。 

○議長（戸澤義典君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 御質問にお答

えいたします。 

財政運営計画の中で枠配分方式という表

現、ちょっと考えさせてもらっていますの

は、他の自治体でも、例えば、経常経費の

うちの義務的経費の部分、人件費、扶助

費、公債費ですか、そのような部分を除い

た部分について、枠配分として各部局に配

分しているだとか、さらに、その中に投資

的経費の部分を一部加えるだとか、そのよ

うなことを取り組みしているケースがある

ようでございます。 

引き続き、各自治体でどのような手法を

取られているか調査しながら、本町に合っ

た予算編成方式を考えていきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 一見分かるよう

でなかなか分からなかったのですけれど、

私が読んで受けたのは、経済部であれば林

業振興計画があって、これに対してこの計

画の間はこの金額を計算しますよと、数年

計画でこの予算を使いましょうというやり

方なのかなと思ったのです。 

そうではなくて、金額が超えたからこの

中で頑張ってくださいと言うのであれば、

表現的におかしいのだけれど、行政が考え

る政策ありきなのか予算ありきなのかが分

からないので、僕は政策ありきの枠配分な

のかなと。 

予算ありきという義務的経費の部分を除
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いた残ったお金がとなると、予算ありきの

枠配分で、この枠配分は予算ありきですよ

と、計画ではありませんよというのか、ど

ちらでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 御質問にお答

えいたします。 

まず、ここで記載させていただいている

枠配分方式は、もともと毎年厳しい財政状

況が続くことが予想されるという中で、限

られた歳入の中で必要な事業を実施してい

かなければならないという部分が今後出て

くるかなと思っております。 

計画にない新規事業だとか、あとは既存

事業の拡充だとか、これから実施していく

ためには新たな財源の確保だとか、既存事

業の見直しということが必要になってくる

かとは思います。 

しかし、そのような町民ニーズにこたえ

るという部分で、実態を一番よく把握して

いるのが所管部局かなというところであり

まして、そのような情報を最大限活用でき

るようにということで、枠配分の方法を記

載させてもらったところであります。 

具体的に、自治体によっては数年間、枠

配分を計画してというところもあるのかも

しれませんが、ここで記載させてもらって

いる分については、単年度の歳入の中で予

算が組めるような形の枠配分方式というの

を想定したところではございます。 

繰り返しになりますが、今後、引き続き

調査しながら検討していきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今の１件査定方

式と枠配分を聞くと、この枠配分の決定権

は各部局長になるのか、町長になるのか、

副町長になるのか、総務部長になるのか、

１件査定ならそうかなと。枠配分であれ

ば、第１権限者は誰なのかなと。僕は部長

かなと、でも、部長には執行権があるのか

と聞きたいです。 

この枠配分、言葉は格好いいのですけれ

ど、それよりまだまだやらなければいけな

いことがいっぱいあると思います。 

今の財政計画、これからやる計画、全体

計画に入れて、本当にこの枠配分が成り立

つのか。 

町長、大丈夫でしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 枠配分という大き

な言い方をしてしまい、非常に誤解を招い

ている部分があるのですけれども、最終的

に予算を決めるというのは当然、町長の権

限、私の権限でありますので、それはしま

す。 

具体的に投資的な事業を見ますと、例え

ば、まずはそれぞれ部ごとに、これは絶対

に政策にしましょうねということを、それ

は決まりというか。 

それ以外で、それぞれの希望、自分たち

が受け持った施策の中でいろいろなことを

提案してくれます。 

でも、今まではそれを全て財政サイドと

いうか、金額によって課長、部長、それか

ら副町長、町長という一つの査定をやって

いました。 

その前段で、このような言い方は失礼だ

けれど、原課とすれば、予算を全部財政サ

イドに切られたみたいな話。そうではなく

て、ベースになるものはきちんとやって

と。 

それ以外については、あなた方にこの枠

として渡すからどれを優先するか、例え

ば、物によっては２年でやるから、今年は

こう振り分けしたいということをきちんと

説明してもらって、それで最終的に副町長

なり私が決めていくという意味での枠配分

と理解いただけないでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 理解するのも、

今、説明を聞いたのですから、そのような
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ことなのだなということで、まずは置いて

おきます。時間がないものですから。 

たまたま、毎年予算の最後のときに、い

ろいろな予算を執行したら残予算が出まし

たということで、８億円、９億円、ずっと

年度更新のお金があるのですよ。 

一部を財政基金に入れたりしますけれ

ど、今年についても１６億円の誤差が出た

となると、このうち５,０００万円でも１億

円でも部局にきちんとお金が使いやすくで

きなかったのかなと思ったものですから。 

あと７秒しかないので、この財政につい

ては今度、歳入について質問したいと思い

ます。 

○議長（戸澤義典君） これで、１２番松

浦和浩さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１５時２０分とします。 

午後３時１０分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後３時２０分 再開 

○議長（戸澤義典君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央君） 〔登壇〕 私は、

軽度認知障害の早期発見と予防対策につい

て、具体的には、ＭＣＩ（軽度認知障害）

のことですけれども、現状と今後の認知症

予防対策についてお尋ねいたします。 

認知症の人口は、２０２０年においては

６３１万人で、高齢者に占める割合は１

８％、２０２５年においては７３０万人

（２０.６％）、２０３０年においては８３

０万人（２３.２％）と推計され、２０２５

年には６５歳以上の５人に１人が発症する

と言われています。 

また、高齢になるにつれて、認知症の割

合は増加すると予想され、７５歳から７９

歳で１０.９％、８０歳から８４歳で２４.

４％、８５歳以上で５５.５％と上昇してい

きます。 

ＭＣＩ（軽度認知障害）段階から軽度認

知症に移行するのは、１年で１０％、５年

で４０％と考えられています。 

一方、認知症に移行してしまってから

は、回復することはほとんどありません。 

しかし、ＭＣＩの状態で発見できれば、

１６％から４１％の割合で元の健康な状態

へ回復すると言われており、回復させるに

は適切な対応と取組が必要であることがう

かがえます。 

認知症の重度化や治療可能な認知症を見

逃さないためにも、軽度認知障害段階での

早期発見、早期対応が必要と考えます。 

美幌町における認知症患者数と軽度認知

障害数を把握されていましたらその数と、

現在取り組まれている認知症対策、今後の

認知症予防対策として必要な取組があれば

お尋ねいたします。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 上杉議

員の御質問に答弁いたします。 

軽度認知障害の早期発見と予防対策につ

いてですが、様々な原因により脳の細胞が

壊れる、または働きが悪くなって記憶・判

断の障害などが起こり、社会生活や対人関

係に支障が出ている状態を認知症と言いま

すが、認知症への対策は早期予防、早期発

見が重要とされております。 

御質問の美幌町における認知症患者数と

軽度認知障害数についてでありますが、令

和５年５月末の医師からの意見書による把

握数によると、日常生活に支障を来すよう

な症状が多少見られるランクⅡａより重度

の方が一般的に認知症患者と言われ合計で

８４１名、何らかの認知症を有するが日常

生活は自立しているランクⅠが一般的に軽

度認知障害と言われ３７３名という状況に

あります。 

次に、美幌町で取り組まれている対策の

御質問でありますが、予防策として運動、

生活習慣病の予防・治療、特定健診や後期

高齢者健診、フレイルチェックなどが効果
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的とされており、美幌町ではしゃきっとプ

ラザを活用したシニア教室やしゃきっと教

室の開催、保健師や栄養士による各種団体

への講座、特定健診や後期高齢者健診での

問診、その他、町の補助事業として、美幌

折り梅の会による認知症講演会、絆－びほ

ろ「やまびこ部会」による脳を鍛えるドリ

ルやふまねっとの事業実施による予防対策

を実施しております。 

また、脳ドック検診、地域包括支援セン

ターと連携した認知症の初期症状の簡易チ

ェックを記載した認知症のしおりの配付及

び活用、支援センター職員による相談窓口

や個別訪問の実施により、早期発見に努め

ております。 

今後も早期予防・早期発見へ向けた周知

と取組をしながら、美幌町の健康寿命の延

伸と長生きを楽しむまちづくりの実現に向

けて全力で取り組んでまいりますので、御

理解をお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） それでは、再質問

させていただきたいと思います。 

軽度認知障害の診断基準というのを、日

本神経学会が幾つか示しております。 

一つとしては、以前と違って認知機能の

低下があり、本人、家族などの情報提供

者、医師などによって指摘されること。 

二つ目には、記憶、遂行、注意、言語、

空間認知のうち一つ以上の認知機能障害が

あること。 

三つ目としては、基本的な日常生活は正

常でありますが、昔よりも時間を要した

り、非効率であったり、間違いが多くなっ

たこと。 

四つ目は、認知症ではないと言う。 

これが、この学会の四つの基準のようで

す。 

このように症状が軽く、認知症までは進

行していない状態ですので、いち早く、軽

度認知障害に気づくことが重要だと思いま

す。 

一般的に本人や家族に違和感があり受診

したときには、既に軽度もしくは中度の認

知症まで進行しているケースが多く、残念

ながら完治する可能性は僅かだと言われて

おります。 

答弁によりますと、美幌町における認知

症患者数は、ランクⅡａより重度の方が８

４１名、ランクⅠの日常生活は自立してい

る方は３７３名とのことです。 

令和５年５月末の６５歳以上の高齢者人

口は６,６６７名でありますので、これを分

母にしてパーセントを出すと、ランクⅡａ

以上の方は１２.６％、約８人に１人であり

ます。 

一方、軽度認知障害では５.６％、約１８

人に１人であり、合計では１８.２％、約

５.５人に１人となります。 

先ほども紹介しましたが、専門機関が５

人に１人と推計しておりますけれども、ほ

ぼこれに一致して、今後も年々増加してい

く傾向にあるのだと思います。 

先ほど答弁の中にありましたが、美幌町

でも認知症のしおりというのを発行されて

おります。この中、四、五ページは結構な

かなかきちんと出来た資料だと思います。

詳しい症状や支援について書かれていま

す。 

町として軽度認知障害者の早期発見を、

現在どのような取組で把握されているの

か。 

それと、ここ数年の相談件数が分かれば

お答えいただきたいと思います。 

また、現在町として取り組んでいるシニ

ア教室、しゃきっと教室、保健師等による

各種団体への講座の昨年度の実施回数がど

のようになっているのか。 

また、特定健診や後期高齢者健診での問

診などを通じて、年間どの程度の軽度認知

障害を町として発見して、どのような対応
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をされているのか、お聞かせいただきたい

と思います。 

相談だとか情報提供があった対象者は、

恐らく保健師が個別訪問などしていると思

いますが、医療機関への受診を勧めたケー

スというのがこの中でどの程度あるのか。 

そして、さらに受診に結びついているの

か、その実態をお知らせいただきたいと思

います。 

このようなことから、今後、早期発見の

ため、できれば半年から１年に１度の目安

で、定期的な認知機能のチェックを実施す

ることがいいのではないかと私は思います

が、その辺の考え方についてお答えいただ

きたいと思います。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

まず、どのように認知症の方を早期発見

しているのか。認知症になる前の部分です

ので難しい部分はあるかとは思いますが、

先ほど議員おっしゃられたとおり、令和４

年２月に作成しました認知症のしおり、こ

ちらを包括との連携で、包括が主に窓口と

なって相談等々を実施している状況にあり

ます。 

令和３年度、４年度の相談、あと個別で

訪問している件数も押さえておりますの

で、まずそちらを紹介させていただきま

す。 

令和３年度、包括の職員が個別に訪問し

た件数が８４９件、令和４年度が１,１４１

件。 

逆に、相談を受けた件数、令和３年度が

５７件、令和４年度の相談件数が６９件と

なっております。 

認知症のしおりを配付した場所でござい

ますが、９５０部作成しておりまして、居

宅介護支援事業所、介護保険サービス事業

所、あと各介護施設、民生委員、ボランテ

ィア団体、シルバー人材センター、シルバ

ーハウジング、病院、歯科、薬局、公共施

設、金融機関、大型スーパー、地域への出

前講座、あと相談の来庁時。 

非常に幅広く配付して、こちらのしおり

にも掲載しておりますが、１ページ目の部

分にチェック項目がございまして、四つ以

上当てはまる場合は、早めの受診、かかり

つけ医、もしくは、そこまでいかない部分

は地域包括支援センターに相談していただ

きたいと、こちらのしおりを活用しており

ます。 

次に、取り組んでいる主な予防事業とい

うことで、認知症の早期予防策としては運

動生活習慣病の予防・治療、先ほど言いま

した健診、あとフレイルチェックですね。 

いろいろ出ていますが、達成感を味わっ

ていただくということで料理をするとか、

写真を撮るとか、日記をつける。 

また、他人とのコミュニケーション、な

かなかコロナ禍で他人とのコミュニケーシ

ョンが険悪になりがちになっているという

状況にございます。 

あと、趣味の継続、ガーデニングやウオ

ーキング、こちらの部分が非常に認知症の

予防として効果的であると言われておりま

す。 

そこで、美幌町で取り組んでいる保健師

や運動指導員によるシニア教室でございま

すが、令和４年度実績でマシンによるトレ

ーニング３回、延べ５９名が参加しており

ます。 

健康教育、保健師や栄養士による老人ク

ラブや各種団体への講座等、令和４年度の

実績で１１回実施しております。 

健診やフレイルチェック、特定健診や後

期高齢健診の中でのチェックをしておりま

すが、令和３年度の実績としましては特定

健診が９６９名、後期高齢健診が１８３

名、フレイルチェックにつきましては令和

４年度の実績がなくて令和５年度から。 

一度、老人クラブに訪問しているのです

が、ちょうどフレイルチェックの目的と合

致するものですから、美幌町で独自のヘル
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スリーダー、しゃきっとプラザにいらっし

ゃる健康を考えるというヘルスリーダーに

研修をしていただいて、保健師や栄養士と

連携した中で出前講座の依頼があればすぐ

行って、そこで実施して、病院、もしく

は、特定指導につなげるということをやっ

ております。 

特定健診、後期高齢健診の中から具体的

にそこに特化して認知症が何人出たという

のは把握しておりませんので、申し訳ござ

いません。 

一応、認知症の部分については高齢化率

の上昇に伴いまして、いろいろ地域で見守

り体制、ネットワーク等々を構築している

状況にあります。 

最近、一時的ではありますけれど、非常

に行方不明というか。美幌町では亡くなっ

た部分にはつながってはおりませんが、Ｓ

ＯＳネットワークだとか、そのようなセー

フティーネットを使いながら、警察、消防

と連携してより多くの方で見守りができる

ような体制は敷いております。 

しかし、なかなかこの認知症の進む度合

いだとか、対応できない部分もあると思う

のですが、まずはできることをやっていき

たいということで進めておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） 現状の取組、それ

ぞれ取り組んでいる内容ごとに人数的なこ

とをお答えいただきました。 

基本的には包括で相談とか、第一次的に

はそこが窓口になっていると思います。 

先ほど質問させていただきました町の各

種健診等で、これはちょっと疑わしいかな

と、いわゆるＭＣＩに該当するのでちょっ

と気にかかるということで、例えば、うち

の保健師が在宅訪問するとか、そのような

ケース。 

分担の部分では、それも包括の範疇なの

か、それとも町の保健師が個別訪問してい

くのか、その辺の分担の実態と、もし保健

師が訪問しているようなケースが実際にあ

ったのかどうか、その辺の状況、ＭＣＩに

ついてそのようなことがあったのかどう

か、お聞かせください。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

町の健診後、実際にＭＣＩに特化して保

健師が訪問しているという実態はございま

せん。 

必要に応じて、特定保健指導だとか、病

院に紹介するという形で現在つないでいる

状況にございます。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） それで、私、実は

この問題をちょっと違う観点から質問した

いなということで、ドクターである藤田先

生にも所見をいただきました。 

私が質問しようとすることは専門分野の

方から見ると、まだそこまで確立された、

きちんと評価されていることではないとい

うことで、そこの部分は今回、除かせてい

ただきました。 

ですが、実はその中で、日本認知症予防

学会というところが、もの忘れ相談プログ

ラムというのをタブレットできちんと整備

しています。 

私はどのようなものか分かりませんけれ

ども、皆さん、脳ドックに行ったときに、

タブレットでいろいろな物忘れの状況を検

査して、そして、一定の点数が評価され

て、それによって認知症の状況を判読する

と。 

そのようなものも見ると、物忘れ簡易ス

クリーニング検査と言っているようで、こ

れはレンタルで貸出しているのです。申込

書だとかそのようなものもあるようです。 

それで、認知症、ＭＣＩもすごく難しい

と思うのですよね。 

認知症のしおりの中にある１１個の中
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で、四つ以上当てはまる方は受診をお勧め

しますと書いてあります。 

この物忘れ相談プログラムというのを手

にしたことはありませんので分かりません

が、例えば、このようなものを町が借りて

貸出しするとか。 

広くいろいろな地域で、例えば、保健師

が行ったり、包括の人が地域に出向いて行

ったときに、タッチパネル式のようですの

で気軽にさわってみて、このようなものを

活用して自分の状態がどうかということを

知ってもらうと。 

見たことなくて有効というのも大変軽率

な気もしますけれど、これは非常にいいの

かなと私は思います。 

例えば、そのようなものを町として一度

借りてみて、活用できないかどうか、その

ようなことを検討する余地というのはない

のでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

議員おっしゃっている部分と一致するか

どうか分かりませんが、今、町で委託事業

として脳ドック検診を実施しております。 

その中ではタッチパネルを使って、認知

症の簡易チェックを各病院で実施している

ということがまず一つございます。 

あと、簡易的な認知症を検知するような

テスト、遊び感覚でという部分ではござい

ませんが、脳年齢チェックだとか、タッチ

パネルで脳の中の記憶力とか測るというの

をたしか国保連でレンタルしております。 

過去には、しゃきっとプラザで実施した

ふれあい広場とか、そちらの中でも何年か

レンタルして非常に楽しみながら、認知症

とは少し違いますが、そのようなタッチパ

ネルもやっている実績がございますので、

その部分は検討してみる余地はあるのかな

とは思っております。 

以上でございます。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） 私はそれを見たこ

とないのですが、国保連でそのようなタッ

チパネル式があるとすれば、例えば、美幌

町でそれが必要だとなった場合に、価格は

分かりませんけれど国保連があっせんし

て、町でもっていろいろな事業で地域に貸

し出すということは、どうなのでしょう

か。 

たまたまイベントで多分使われたと思う

ので、例えば、それを町で購入して団体に

貸すとか、そのようなことはいかがなので

しょうか。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） たしか、

相当前のふれあい広場だと記憶しているの

ですが、そのときも道内で非常に人気があ

りまして、日にちを調整しながら、脳内年

齢だとか、血管年齢とか、幾つかのタッチ

パネル形式のレンタルのものがありますの

で、それをどのぐらいの期間というのは、

調整してみなければ分かりません。 

当時の記憶では、たしか本当に何日か決

められて、道内の町村の健診だとか、その

ような会場で非常に人気があるというのは

記憶しております。 

購入については、当時も実際に販売して

いる事業所もたしかあったと思います。た

だ、金額が相当高かったというイメージが

あります。 

レンタルのときは、国保連は無料で貸し

ていただくことができます。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） 私が先ほどお話し

た日本認知症予防学会のプログラム、見た

ことがなくペーパーでしか分からないです

けれども、レンタル料が１日から７日だっ

たら５,０００円とか、２週間だったら１万

円、３週間だったら１万５,０００円とかあ

って、当然、いわゆる営利を目的とするよ

うなところにはレンタルしないということ
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のようです。 

もし、これと類似するものであれば、皆

さんが簡単にさわって体験しながら、自分

自身の状態をチェックできるという意味で

は有効かなと思いますので、国保連にその

ようなものがあるのであれば、ぜひ積極的

に活用してほしいなと思います。 

それで、認知症のしおりの中の認知症の

ケアパスを見ていくと、本当に発症から人

生の最終段階までというのか、いろいろな

ものが症状の進行に合わせて、いつどこで

どのようにサービスを受ければよいのかと

いうことが出来上がっていて、令和４年２

月に出来たばかりですので、比較的新しい

パンフだと思います。 

ところで、このしおりというのは、先ほ

どの配付先からいうと、認知症サポーター

には渡っていないのかなと。 

そして、９５０部とか言っていましたの

で、サポーターの数よりかなり少ないので

すが、サポーターに渡っているかというの

と、併せて、現在のサポーター数が美幌町

に何人いらっしゃるのかというのと、その

サポーターの人たちが介護予防にどのよう

な形で関わっているのかについて、お尋ね

いたしたいと思います。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） まず、認

知症のしおりがサポーターに行き渡ってい

るかという質問でございますが、サポータ

ー個々に配付はしていない状況にありま

す。 

それと、現在のサポーターの登録者数で

ございますが、２,０９３名であります。 

こちらのサポーターは、認知症について

何か特別なことをするということではなく

て、研修を受けた方がそれぞれ地域で個人

的に困っている人がいたら支えるだとか、

職場で支えるとかということで、基本的に

今、研修を受けている方は、職場単位でそ

れぞれ研修を受けている状況にございま

す。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） 私もいろいろ調べ

たら、先進地ではサポーターがさらにステ

ップアップ研修というのを受けています。

これは進んでいる地域ですから、なかなか

すぐ美幌をそこにということにはなりませ

んが、自主的にサポーターの人たちが活動

を行っていると。 

それをさらに一歩前に進めて、地域で暮

らす認知症の人や家族の人の困り事、その

ようなことを個人ではなくてチームで応え

ていこうと。 

私も大分前にサポーターの講習を受けた

ので、最近はしていませんけれどもオレン

ジのバンドを持っています。 

それで、私が調べたところでは、チーム

オレンジというのを組織して、外出支援だ

とか、あるいは見守り、声かけ、話し相手

など認知症の人の家に出向く支援などを行

っている事例があります。 

また、美幌町の地域包括支援センターで

行っていますおしゃべりカフェというも

の、これと同様に各地でいわゆる認知症カ

フェの運営に多くのサポーターが携わって

いる例がすごくあります。 

一挙にそこまでは難しいと思いますけれ

ども、どちらかというと職場単位で認知症

のことを理解するためのサポーター養成と

いうことでは、これはこれで目的があって

２,０９３人もいらっしゃいます。 

ですが、サポーターを増やすことが目的

になってしまって、そのあと職場で何かあ

ればということで、あとはサポーターの人

に任せるということになりがちなのかな

と、十分に勉強したことを生かし切れてい

ないのではないかなと私は思うのですよ

ね。 

それで、サポーターの方は認知症のよき

理解者として、見守り支援をする本来の役

割をもう少し積極的に協力していただくよ
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う、一度、町としてサポーターの関わりを

受講された２,０９３人に。 

私も行政にいましたから分かりますが、

多分、この中にはもう既に亡くなった人、

町外に出ていった人、恐らく実数はこれよ

り相当低くなっていると思います。 

ですから、実数把握も含めて一度、やは

りせっかく取っていただいたサポーターの

オレンジリングを持っている方を、私はも

ったいないと思うので、いろいろな形で活

躍する場をつくるべきではないかなと思い

ますが、その辺についてどのような考え方

をお持ちでしょうか。 

○議長（戸澤義典君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁さ

せていただきます。 

サポーター制度は平成１８年度からスタ

ートいたしまして、多いときであれば年間

５００名弱ほど講座を受講して、認知症の

人や家族に対してできる範囲の手助けを行

うという形で、先ほど言いました２,０９３

名まで登録されております。 

正直なところ、令和２年度以降はコロナ

禍もございまして、なかなか更新も滞って

いるという部分もございます。先ほど議員

おっしゃるとおり、これだけ認知症の方が

増えてきている状況にございますので、何

らかの手、こちらのサポーターの部分は、

ステップアップした部分を検討していかな

ければならないと思っております。 

また、先ほど出ました認知症カフェ、お

しゃべりカフェは、美幌町では２年前から

実施しておりまして、認知症の方とその家

族、認知症に関心のある地域の方というこ

とで、その方に集まっていただいて、今年

については年４回の開催を予定しておりま

す。 

来週の木曜日、６月２９日に三階の町民

ギャラリー、屋上テラス、ちょうど藻琴山

が見えるところで、環境を変えて刺激があ

る部分で、本当にまさしくカフェ的なもの

をやってみようということで実施いたしま

す。 

先ほどの美幌町の認知症サポーターに関

わっていただくという部分もあるのです

が、こちらのおしゃべりカフェにつきまし

ては、１回の開催で大体９名から１０名ぐ

らいの認知症の方が参加しています。 

美幌については、絆―びほろ、あと、ボ

ランティア団体であるささえ手くらぶ、そ

れぞれ５名から６名ぐらいに参加していた

だいて、地域包括支援センター、当町の高

齢介護グループで大体９名、１０名で、計

１４名ぐらいで運営している状況でござい

ます。 

今後、おしゃべりカフェにつきまして

は、青稲地区ふれあい会館だとか、さら

ら、場合によってはＫＩＴＥＮだとか、い

ろいろなところで展開していく部分は、十

分に検討する余地があると思います。 

そうなると、人手、手助けというか、ボ

ランティア的な部分も不足してくると思い

ますので、そちらについてはサポーターも

活用しながらおしゃべりカフェを開催して

いきたいと思っていますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） 私も包括に行っ

て、このおしゃべりカフェの今年のプログ

ラムをいただいてきました。 

それで今、課長が答弁されたように、現

在これを運営するサポーターとしては、さ

さえ手くらぶや絆－びほろのメンバーが担

っているということです。 

ですが、まさに先ほど言ったオレンジリ

ングを持っている方に、町も呼びかけて積

極的に関わっていただくことによって、支

える側が増える。 

これは年４回で、今年の４回目、１２月

９日が最終日ですけれども、通年で回数を

増やすとすれば、そのための人材の確保と

いうことが必要となります。 

包括支援センターの状況を聞きますと、
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包括支援センター全体で今、担当職員が１

名欠員しているということと、近く１名が

欠員になるということです。 

やはり、結構、回数を増やすことについ

ては、正直厳しいというお話もありまし

た。 

それで、町長にお尋ねしますけれども、

やはり先ほど言った軽度認知障害の段階で

いち早く発見をして、いわゆる初期の認知

症に至らせないための取組として、私はこ

のような取組も大切だと思います。 

それを町が地域包括支援センターに委託

して、主たる部分を運営してもらっていま

すが、そこの受皿である地域包括支援セン

ターの体制がやはり十分でないような気が

いたします。 

町長、先ほど言ったサポーターを活用す

ることと、さらに、運営していただいてい

る地域包括支援センターの体制的な充実に

ついて、どのような考え方をお持ちでしょ

うか。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（戸澤義典君） お諮りします。 

もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（戸澤義典君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定い

たしました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 認知症について、

いろいろな形でその方に気づいていただく

ということは、大事なことだと思います。 

その中で、先ほども御提案があったので

すけれども、ＭＣＩと言われる軽度認知障

害の方に対して、地域包括センターで定期

的な実施というのは、私は余り賛成ではな

いという思いです。これは、御相談された

方もそのような認識は持っていると思いま

す。 

それはなぜかというと、自らそこに定期

的にというよりも、チェックができる機会

がたくさんあるということはいいと思いま

すが、そうではなくて、町がそれを率先し

てやって、そこで該当するかもしれないと

なった場合にどうするかというのが、今、

非常に大変なことです。 

逆に言うと、それを知ったことによって

すごくショックを受けるかもしれないし、

本当にデリケートな問題というか。 

イメージ的には、厚労省の中のＭＣＩの

ところにも書いてありますけれども、健康

な方、認知の方、真ん中にＭＣＩがあっ

て、ある意味ではこの真ん中というのは、

こちらへ行ったり来たりする可能性もある

し、矢印で一方的に移行するという動きの

中において、考え方をきちんとしておかな

ければならない。 

町としてそれに対してどう向き合うのだ

ということをきちんと明確にしておかなけ

ればならないし、逆に、そこで気づいた方

に当然、治療してくださいという体制がき

ちんと示せるかどうかという話だと思いま

す。 

ですから、全体的なピラミッドでいけ

ば、今後、２０２５年には５人に１人が認

知症になっていくという話になれば、確か

にピラミッドの上が認知症ですけれども、

４人が認知症の可能性はといったとき、そ

こに予備軍としてＭＣＩの方がいらっしゃ

るということは当然のことです。 

やはり、認知症とＭＣＩの関連性を専門

の方に言わせると、前向きに考えれば気づ

いてよかったかもしれませんけれども、取

扱いを行政が間違うと、ＭＣＩと言われた

人は逆にそれを知ったことによってショッ
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クを受ける、その部分に対してどうするか

というのはあると思います。 

認知症も含めて包括支援センターの体制

は、人員等の必要性があると、今、欠員が

生じているという部分については、やはり

町としてどうしていくかということをきち

んと向き合う必要があるかなと。 

そこについては、しっかりと体制づくり

の関わりを行政として持っていく必要があ

るのかなと思っております。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） 確かに、非常に際

どいというか、認知症と健常の間にいるの

がＭＣＩということですから。 

ただ、そこを早く発見して、質問の中に

書きましたけれども、１４％から６１％の

人は治っていくというか、予防できるとい

うことです。 

私は、そのような意味での取組というの

は、現在町が取られているいろいろな取組

をさらに充実させていくということで、鳥

取方式の認知予防プログラムというのが優

れているのですよと、藤田先生から情報提

供をいただきました。 

このプログラムは、鳥取県のホームペー

ジで公開されていまして、美幌町でも既に

一部がここのプログラムに入っているよう

な部分、個別事業で取り組まれている項目

があると思います。 

鳥取方式では、すごく難しい、私は読め

なかったのですけれども、鳥取県の伯耆町

というところがモデル事業として週に１

回、４か月で延べ１６回のプログラムを実

施しています。 

体温測定だとか血圧測定、体調の問診だ

とか身体機能検査、このほかに運動のプロ

グラムを約５０分、ＤＶＤを中心にした６

回の座学、あと、知的活動プログラムを５

０分、これをモデル事業としてやって、こ

の教室終了後に専門医による物忘れの相談

会というのをやって、認知機能の検査をし

ているということです。 

この取組によって、この町にとっては非

常に有効な手だてだったということで、こ

の中では書かれています。 

結果として、先ほど言ったようにいわゆ

る認知症の可能性がある人はかかりつけ医

に紹介していくということです。 

この取組自体は、一次予防として発症リ

スクを低減させる、あるいは発症を遅らせ

る、２次予防として病気の早期発見や早期

治療、３次予防としては病気の進行防止、

そして、万が一、認知症になっても安心で

きる、暮らせるまちということを伯耆町は

目標にしながら、住民の皆さんに十分啓発

して、関係機関と情報共有して取り組んで

います。 

ですから、ぜひ、後ほどホームページ等

で確認していただいて、このような体系的

な取組をすることで軽度認知障害の予防に

つなげてみるべきではないかなと思いま

す。 

平野町長も２期目の決意、安心のまちづ

くりという項目の中では、元気で笑顔で過

ごせる環境づくりと認知症やフレイル・介

護予防対策を積極的に進めるということで

す。私が質問をしています認知症や高齢者

に優しいまちづくり、その思いと同じ方向

を向いているのではないかと私は思います

が、再度、町長のこの取組に対する考え方

をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 上杉議員のおっし

ゃっていることと方向性は同じだと思いま

す。 

私もこの鳥取方式ということで、担当に

も資料を全部渡してあります。これも大分

前から、２期目に立つときに、この方式を

具体的に公約に入れたらという話をされ

て、ちょっと研究した時期がありました。

いろいろお話を聞かれた方から提案があっ

て、いろいろ調べさせていただきました。 

確かに、認知症をしっかり早期予防して
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いくということは大事だと思います。今、

国が進めている認知症に対する取組の中に

おいて、共生と予防という話の中でいけ

ば、共生はそれとともに歩むことでいいの

ですけれど、予防は少しでも認知症にかか

る時間を遅くするとか、それから、認知症

になっても進行を穏やかにするとか、その

ような意味を持っているということです。 

今、これがということであれば、皆さん

いろいろなことを本当にやっていただいて

ます。 

私も日頃から高齢の方には元気で長生き

をと言っている中で、今、老化ということ

に対して非常に興味を持っていて、個人的

に何冊も本を読んでいろいろ勉強させてい

ただいています。 

最近、新聞等でも非常に出ているのは、

８０歳でも脳が老化しない人がやっている

こととか、例えば、認知症にかからないた

めには我慢をしないとか、そのような本も

出ています。 

言われてみれば、ストレスをためないと

か、そのようなことが大事な要素であっ

て、今、町民の方々がそれぞれいろいろな

プログラムをやっていただいていることに

対して、私ども行政に関わるものとしては

しっかり応援していく必要があると思いま

すし、少しでも町民の方が認知症にならな

いための努力を皆さんとしていきたいと思

っております。 

○議長（戸澤義典君） ６番上杉晃央さ

ん。 

○６番（上杉晃央君） 私もいろいろ地域

活動に関わっていて、最近この人ちょっと

心配かなと思うような場面、藤田先生もお

っしゃっていましたけれども、そのことを

どのように本人あるいは家族の方に伝える

のか。 

かなり近しい関わりの場合は家族に伝え

ることもできるのですが、なかなかその辺

の戸惑いがすごくあると私も思うのです

ね。 

ただ、このようないろいろなプログラム

に参加する中で、そのような人たちを何と

か早期に発見して対応すれば、先ほど言っ

た４割近くは改善するという専門家の研究

データも出ています。 

ですので、ぜひ、この鳥取方式というの

を１度、既に担当職員の皆さんは持ってい

るようですので、十分調査研究していただ

きたいと思います。 

もう一つは、先ほどお話ししたように、

もし本格的にこのような事業を、プログラ

ムをつくってやるとすれば、まさにマンパ

ワーが必要なので、そこはオレンジリング

を持っている皆さんの活躍の場を町として

提供してあげる。 

先ほど言ったように、美幌町は、元気で

笑顔で認知症になっても安心して暮らせる

まちですよと、そのようなことを平野町長

は目指しておりますので、そのことが実践

できるような取組を期待して、私の質問を

終わらせていただきます。 

○議長（戸澤義典君） これで、６番上杉

晃央さんの一般質問を終わります。 

以上で、本日の一般質問を終わります。 

──────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（戸澤義典君） 以上で、本日の日

程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

お疲れさまでした。 

 

午後４時７分 散会   
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